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第一章　八年ぶりの再会








　見慣れているはずの景色が、今日はまったく違って見えた。

　執務机やソファセット、キャビネットにいたるまでブラックを基調にしたスタイリッシュな社長室は、福ふく原はら絵え里りにとって入社してからずっと馴染みのある場所だった。

　それなのに、そこにいる人間が変わっただけで、まるでべつの空間にいるような気になる。社長机の前に絵里を含めた三人が向かい合い立っているなか、気持ちは落ち着かず、先ほどから心はここにあらずだ。

「倉くら持もち友ゆう貴きです。今日からよろしく」

　絵里は手を差し出してきた男を見上げた。

　体にフィットした上質なスーツを嫌味なくさらりと着こなした彼からは、洗練されたオーラが否応なく放たれている。眉にかかるさらりとした黒髪、柔和なのにどこか鋭さを秘めた目もと、高貴さすらある細く通った鼻梁。完璧に整った顔立ちが、絵里を見つめた。

　秘めた意志を感じさせる眼差しは八年前と同じ。ときを経て、あの頃よりも精悍さを増した姿に心が大きく乱される。

（どうしてこんなところで再会なんて……）

　絵里はおずおずと手を前に出した。

「……福原、絵里です」

　声が震えてしっかりした発音になっていたかも怪しい。

　添えられた手に過去へ引き戻されそうになり、軽く握られた瞬間ぱっと手を離す。

「福原さん、なにかひと言ないですか」

　意気込みでも言ったらどうか。そう催促したのは、ここにいるもうひとりの人物、絵里の上司である秘書室長の川かわ崎さき守まもるだった。

　メタルフレームの眼鏡がトレードマークの彼は三十五歳。ミキホームに入社してから総務や事業推進部、営業など多岐にわたる部署を経験して、ここの室長になった。細やかな気遣いや判断力、記憶力など秘書として必要とされる能力に長け、取締役たちの信頼も厚い。整髪料できっちりと固めた七三分けのせいか、実年齢より上に見られることが多く、まじめを絵に描いたような人物である。

「は、はい……精いっぱい、がんばります」

　そう言うのが関の山。がっちりと絡んだ視線をなんとか外して頭を下げた。

　

　絵里の勤めるハウスメーカーのミキホームが大手ゼネコンの倉持建設に買収されたのは、今から三ヶ月前のことだった。

　不動産分野における新たなプラットフォームを展開するためにと、倉持建設がもちかけた話であった。現在のミキホームの経営状況は決して芳しいとは言えず、渡りに舟といった友好的Ｍ＆Ａと言えるだろう。

　そのニュースに社内の誰よりも驚いたのは絵里だった。倉持建設は、絵里が大学時代に付き合っていた男であり、今目の前にいる倉持友貴の父親が社長を務める会社だったから。

　同じ建設業界にいるとはいえ、絵里はハウスメーカーで友貴は大手ゼネコン。関わることなど一生ないと思っていた。

　それなのに、いったいなんのいたずらだろうか。こんなふうにして再会するとは思ってもみなかった。

　出会いは大学入学後、誘われるままに入会したテーマパーク研究会というサークルだった。

　当時三年生の友貴はいつもみんなの輪の中心にいた。決して賑やかなタイプではなく、どちらかといえばみんなの話の聞き役だった彼は、なぜか人を惹きつけ虜にしてしまう。手足が長くすらっとしたモデル体型のうえ、顔は俳優でも通用するほど整っていたせいもあっただろう。日本を代表する大手ゼネコンの御曹司だというのに、それをまったく鼻にかけない気さくな人柄も人気の秘密だった。

　学内では成績優秀者として常にトップクラス。彼が歩けば人が目で追い、羨望の眼差しを向ける。

　絵里もそのひとりだった。

　地方のごく普通の家庭から上京し大学生になったばかりの絵里にとって、たったふたつしか違わないが友貴は大人の男そのもの。話している言葉ひとつをとっても、立ち居振る舞いをとっても、絵里の胸をときめかせた。

　しかし絵里は特別目立つような美人ではなく、周りの友達のようにヘアメイクも上手にできない。肩甲骨まであるストレートの髪はアレンジもせずにそのまま。唯一の長所は色白な点だけだった。

　友達には『清楚な美人』とよく言われていたが、そう見えるのは色が白いせい。七難隠すと言われるあれだと考えていた。

　同じサークルとはいえ挨拶程度しか交わしていない絵里が友貴と接近したのは、夏休みを目前に控えたある日曜日。サークルのみんなで行った遊園地でのことだった。

　数々の絶叫マシーンを乗り続けているうちに、絵里は気分が悪くなってしまった。場の雰囲気を悪くするわけにはいかず堪えていたが、いよいよしゃがみ込むように蹲った。

　そのときに介抱してくれたのが友貴だったのだ。

　送り届ける役目を買って出てくれた友貴に支えられながら、ひとり暮らしのアパートに付き添ってもらうという、絵里にとっては夢のような出来事。それをきっかけに話せるようになり、思いがけず急接近した。彼を知っていくにつれ、憧れは恋に形を変え、絵里の心を友貴の存在が占めていった。

　じつはふたり揃って絶叫マシーンが苦手で、好きなのは観覧車だと知り、後日改めてそれに乗りに行くという信じられない展開に心を躍らせた。しかも、そのときに彼から告白されて、付き合うようになった。

　絵里にとって友貴ははじめての恋人。キスもその先も、教えてくれたのは彼だった。いつも余裕のある振る舞いで、絵里の嫌がることは決してしない。そんな彼にどんどん惹かれるのは必然。紳士的で優しい友貴に愛され、愛する喜びを知った。

　しかし幸せな時間はそう長くは続かない。大きな会社を継ぐことが決まっている友貴は社会人になるとすぐに目が回るほど忙しくなり、絵里は絵里で、三年生の九月に姉妹校であるアメリカの大学への留学が決まり単身渡米。会えない日が半年ほど続いたとき、すれ違いと寂しさに耐えきれず、別れを切り出したのは絵里の方だった。

　引き留めず、あっさり了承したところをみると、友貴の心にはそのときすでに絵里はいなかったのだろう。そう考えると別れの痛みはより増した。

　そもそも御曹司の友貴と自分では幸せな未来はない。寂しい気持ちをそう考えることで別れの悲しみを癒した。

　大学を卒業後ミキホームに入社して、絵里は六年間にわたり、社長秘書を務めてきた。

　友貴と別れて以降、仕事に没頭してきたため彼氏はいない。いや、仕事にのめり込むことで友貴を忘れようとしてきたと言った方が正しいかもしれない。

　大学時代の共通の友人から、友貴が倉持建設の取締役常務に就任したという話を聞いたのは三年ほど前だったか。現在、彼に恋人がいるのかはわからないが、独り身では周りが許さないだろう。結婚だって決まっていると考えていた。

　今回のＭ＆Ａにより、ミキホームの社長は七十五歳という老齢のため退任。絵里自身も、社長が退くのに合わせて退職するつもりだった。元恋人と再会する可能性のある会社で働き続ける勇気を持てなかったからだ。

　ところが退職願は秘書室長により却下され、さらには新社長の秘書として仕えるよう通達された。聞けば、新社長である友貴の人選だと言う。

（どうして私を秘書になんて。もしかして友貴もまだ私を……？）

　八年も経っているのにそれはないだろうと頭ではわかっているが、心が出しゃばる。そんな甘い想いを必死に封じ込めた。

　六年間お世話になった上司から『どうかお願いします』と何度も頭を下げられたら、意固地になって突っぱねられない。絵里は友貴の秘書となったのだった。

「福原さん、早速だけどスケジュールはどう管理してる？」

　挨拶と握手を交わした後、社長の執務机に座った友貴に唐突に話しかけられ、絵里の反応が遅れる。

「……ス、スケジュールですか」

　友貴は新たにセッティングされたパソコンを立ち上げながら、絵里の反応の悪さを訝しげに見つめた。

「そう。これまでは前社長とどうやり取りを？」

「あ、えっとそれでしたら……」

　小脇に抱えていた黒いレザーの手帳を開こうとしたが、手を滑らせフロアに落下する。分厚い絨毯の上に鈍い音を立てた手帳を焦って拾い上げ、友貴のデスクに向かう。

　彼は表情も崩さず、パソコン画面に見入っていた。

　八年ぶりの再会に戸惑っているのは絵里の方だけらしい。それどころか友貴は、絵里とは初対面も同然の様子。まるっきり動揺が見えない。

（……もしかして友貴は、私の顔も覚えてないの？）

　そんな態度だった。

　大学時代とは違い、かっちりとした黒いスーツを着ているから気づかないのか。ヘアメイクもそこそこ上達したから、昔の絵里しか知らない彼にしたら別人なのか。

　――いや、違う。彼にとって絵里との二年間は、記憶にもとどめないほど小さなものだったのだろう。存在は消え、彼の歴史には影すらない。友貴の秘書に抜擢されたときに抱いた淡い期待は、完全に絵里の勘違いだったのだ。

　胸に感じていた小さな痛みがじわじわと大きくなっていく。

「前社長には週のはじめにプリントアウトしたスケジュールをお渡しして、……私は手帳で管理しておりました」

　高齢のため、パソコンやタブレットなどで管理するよりも紙がいいと前社長から要望があったためだ。この六年間そうしてきたため、特に不自由に感じることはなかったが。

「やり方を変えてもらおうと思ってる」

「端末上での管理へ変更ですか？」

「そうだね。ちょっとこれを見てもらえる？」

　友貴に指先で手招きをされて彼が見ているパソコン画面を覗き込むと、カレンダーが表示されていた。

「前もってシステム部にスケジューリングのアプリを入れてもらったんだ。これは俺のスマホにも入ってて、パソコンとの同期もできる。キミのスマホにも入ってるはずだけど」

「えっ、私のにもですか？」

　スーツのポケットから業務用のスマートフォンを取り出し、そんなものがあったかと画面を確認する。

「あ、ありました」

　数日前、なにかの設定があるからスマートフォンを貸してほしいとシステム部から要請されたが、そのときにインストールされたのかもしれない。今、友貴に言われるまで気づかなかった。

「今後はここに仕事の予定など記入して、常に共有できる状態にしよう」

　紙ベースより使い勝手はいいだろう。

「……承知、いたしました」

「これまでとやり方が変わって福原さんにはやりづらい部分もあるかと思うけど、ムリ・ムダ・ムラはできるだけ排除していこう」

「はい。……では、なにか不都合がございましたら、その都度ご指摘ください。キャッチアップしてすぐに対応していきます」

「了解」

　友貴は一瞬だけ絵里と目を合わせて頷いた。

　

　その日の午後。いつもなら同期の友人と一緒にランチをとる絵里だが、各所での打ち合わせが思いのほか長引いたため、休憩室でひとりさっと済ませた。友貴はミーティングをした足で取締役たちと外食だ。

　時間が昼を大幅に超えていたので、休憩室は人もまばら。いろいろ思うところのある絵里にはかえって好都合だったといえる。とはいえ、考えたところで落ち込むいっぽうではあるが。

　持参したお弁当を片づけて休憩室を出たら、いつも一緒にお昼を食べている同期の森もり岡おか環たまきと鉢合わせた。クリッとした目のかわいい顔立ちに肩までのボブカットがよく似合う。

「今お昼？　さすがに新社長就任初日は忙しいみたいね」

　ミーティングにでも行く途中か、ノートパソコンを小脇に抱えていた。広報部に所属する彼女も日々忙しい身だ。

　行き先が同じ方向だったため、並んで歩きはじめる。

「そうね」

「で、どう？　イケメン社長に仕える気分は」

「どうって言われても……これまでと変わらないよ」

　そう言う以外にないだろう。いくら仲良くしている環相手でも、社長のプライベートな過去を広めるのは良くない。

「そんなことはないでしょ？　女子社員たち、みーんな大騒ぎしてるのに」

　環が目を丸くしてからクスッと笑う。

　新社長として友貴が出社したのは、今日が初。ビジネス街に建ち並ぶインテリジェンスビルディングに居を構えるミキホームの社内を歩けば、誰もが目を見張り、立ち止まっては丁寧なお辞儀をする。

　女子社員にいたっては、スマートに微笑むことで挨拶を返す友貴が通り過ぎ、しばらく経ってから悲鳴じみた黄色い歓声を上げた。

　しかしそれも無理のない話。これまでの社長は見た目相応に高齢で、女子社員が目の色を変えて見つめるような対象ではなかったから。

　そのうえ友貴は、社会人となり倉持建設の次期社長として帝王学を学んだ身。大学時代にも人を惹きつけていたが、さらに洗練された大人の男の色香を備え、より魅力的に成長した。

　絵里はそんな友貴のうしろに控えて歩きながら、なんとも言えない痛みを抱えていた。

　朝、挨拶を交わしてからこれまで、友貴の態度になんら変化はない。元恋人どころか初対面のように接してくるのだ。

　それなら、なぜ絵里を秘書に任命したのか。

　それはきっと、彼の記憶に絵里という存在が刻まれていないからだろう。初対面の〝ように〟ではなく、正真正銘の初対面だから。前社長の秘書だから、そのまま引き続き秘書に任命しただけに過ぎない。

　だとしたら絵里も、いつまでも動揺の最中にいるわけにはいかない。秘書としての仕事をきちんとこなさなくては。

「本当にこれまでと変わらないの」

　社長秘書という立場に変化はない。

「そう？　まぁ落ち着いたらまたゆっくり聞かせて。じゃ」

　ミーティングルームの方へ足を向ける彼女とは、通路の突き当りで別れる。

　いつものように颯爽とした彼女の背中をしばらく見送り、絵里は落ち込みそうになる気持ちをなんとか奮い立たせた。

　

　その日は一日のほとんどを取締役たちとの会談に時間を割き、定時の五時半を迎えた。

　どの打ち合わせでも、怯まず堂々とした姿勢でハウスメーカーの今後について語る彼を見て、絵里は何度心を乱されたことか。整理したはずの気持ちは、過去の恋の幻影にたやすく掻き回される。そのたびに〝友貴は私のことなんて覚えてもいないんだから〟と自分に活を入れ、振り子のように揺れる心を必死に止めた。

　倉持建設の社長への報告業務があるため、友貴は絵里に『仕事が終わったら帰るように』と言い置き一時間ほど前に外出した。打ち合わせに使用した資料を整理し、明日のスケジュールを確認してから絵里も社長室を出る。エレベーターで一階まで下り、セキュリティゲートを抜けた。

　自動ドアから外へ出ると、十月初旬の爽やかな風が頬を少し強く撫でていく。乱された髪を整えながら歩道へ出たら、プッと短いクラクションが鳴った。

　車同士のやり取り。自分とは無関係だろうとそのまま足を進めたが、今度は「絵里！」と名前を呼ばれた。瞬間、時間が一気に巻き戻る。声のした方を見なくても、それが誰の声なのか心が先に反応した。

　トクンと弾む鼓動と同時に振り返ったら、そこには車の運転席から顔を出し絵里に手を振る友貴の姿。今、自分がどの時間軸にいるのか混乱する。八年前にタイムスリップしたような感覚がした。

　つい先ほどまで絵里を忘れたような素振りでいたのは友貴ではなかったのか。それなのにどうして――。

　車から降りてきた友貴が、足を止めて茫然と立ち尽くす絵里の手を掴んだ。

「ちょっ……」

　なにが起きたのか。戸惑いに大きく揺れる心を持て余して狼狽える。

「お、お待ちください！　社長……！」

　どう呼ぶのが正解なのかもわからない。

　友貴は止められている車の助手席に絵里を押し込んだ

「〝社長〟？　絵里は俺を忘れたのか？」

　思考がぐらりと揺さぶられる。なにかで殴られたように激しい衝撃だった。

「だって――」

　そんな態度だったのは友貴の方でしょう？

　そう発しようとした言葉が、絵里をぐいと引き寄せた彼の唇に飲み込まれる。驚いた弾みで喉の奥がひゅっと音を立てた。

　唇が触れ合っていたのはものの数秒。それだけなのに呼吸が乱れ、心拍数はぐんぐん上がる。

（どうして？）

　絵里の頭の中はそんな疑問でいっぱいだった。

　彼の手はまだ背中に回されたまま。唇を解放した友貴が吐息を感じる距離で囁く。

「会いたかった」

　心臓を素手で鷲づかみにされたかと思った。鼓動がドクンと大きく弾んで打ち震える。

「……それじゃ、どうして」

「どうして、なに？」

　友貴の目が不思議そうに揺れる。

「今朝、社長室で挨拶したとき、初めて会ったような素振りだったんですか？　……その後もずっと」

　その態度がどれほどショックだったか。

　別れを告げた絵里への報復だったというのなら、それは甘んじて受けなければならないだろう。最終的に矢を放ったのは絵里だから。

「仕事に私情を持ち込むわけにはいかないだろ。あの場で少しでも気を緩めたら、自分でも暴走が止められなくなってた」

　そう言われれば、絵里もそれ以上は問い詰められない。あの場には秘書室長の川崎がいたし、その後は取締役たちとの会談が立て続けに入っていた。絵里も、彼の言うように少しでも気を緩めたら、仕事が手につかなくなったかもしれない。

「会いたくてたまらなかった。絵里は？」

　そう聞かれ、答えを探して瞳が揺れる。

　会いたいと言われて、飛び上がるほどうれしかった。忘れたような態度を取られていたショックは、朝からずっと絵里に重くのしかかっていたから。

　しかし友貴は忘れてはいなかった。

　――でも。

　無邪気に〝私も〟と喜べない自分がいる。ふたりの恋は、八年も前に終わっているのだ。

　終止符を打ったのは絵里。その自分が態度を百八十度変えて、尻尾を振るには時間が経ちすぎていた。

「私は」

　絵里が口を開いたそのとき。ファァンというホーンが鳴り響く。

　ハッとしてふたり揃って窓の外を見たら、右斜め後方にバスが停止していた。それを見て、ここがバスの停留所近くだと思い出す。友貴の車はバスの優先区画から外れているが、その前の車が進行を邪魔していたようだ。

「俺もどいた方がいいか」

　友貴はひとり言のように呟き、絵里から離れてハンドルを握った。ウィンカーを点滅させて前の車に続く。

　絵里は助手席で密かに息を吐いた。友貴の質問に口を開いたはいいが、答えは定まっていなかった。

「どこへ行くんですか？」

　車を走らせる友貴に問いかける。

「その他人行儀な話し方はやめられない？」

　友貴がクスッと笑う。

　そう言われても、未だに自分の置かれた状況が理解できない。友貴が自分の上司なのは紛れもない事実だから敬語のほうが適切ではないのか。

「この後、予定は？　あ、言っておくけど、今、絵里に恋人がいないのはリサーチ済みだから、デートとかいうのはナシだ」

　今まさにそう言おうと思った絵里は、口元で言葉を止めざるを得なかった。

（リサーチ済みってどういうこと？　私のことを事前に調べていたの？　……どうして？）

　新たな疑問が生まれ、心も頭もさらに混乱し、運転する友貴の横顔を強い視線で見つめる。

「そんなに怖い顔するなって」

「前を向いたままなのに、どうしてわかるんですか？」

「絵里のことは全部わかる。とにかく、その口調もナシ」

　元彼ではあるが、現在の友貴は絵里のボス。何度も言われれば、従わざるを得ない。

「……どこへ行くの？」

「久しぶりだから、絵里とゆっくり話がしたい」

　答えをはぐらかされてしまった。

　いったいなんの話をしようというのか。終わっているふたりの間には、思い出話以外のものはない。でも、そんなものを今さらしてなんになるのだろう。

　そう思いつつ、友貴の誘いを跳ねのけられない弱い自分が情けなかった。

　

　連れられてきたのは、絵里の憧れのブランドエリアにある住宅街だった。

　都心にありながらも喧騒を感じさせず、マンションや一戸建てがゆったりと建ち並び、洗練された雰囲気を漂わせている。そのうちのひとつ、低層マンションの地下に車が乗り入れられた。

　並んでいるのは光り輝くエグゼクティブな車たち。どういう人たちが住んでいるのかはマンションの外観や車を見て一目瞭然だ。

「……こんなにすごいところに住んでるんだ」

　ポツリと呟く。絵里が生きてきた世界とはまったく違うため尻込みしてしまう。

「住めばそうでもないよ」

　慣れると言いたいのだろう。

　付き合っていたときから、友貴は倉持建設の御曹司だと知っていた。でもあの頃はふたりとも大学生。別世界にいるなんて想像できず、ただただ恋に興じていた。

　当時彼の住んでいたマンションが、ここまで高級ではなかったせいもあるかもしれない。

　車を降りてエレベーターまでエスコートされる。腰に触れた手に意識を持っていかれて浮足立つ。エレベーターに乗った途端手をギュッと握られ、指先を絡められて胸が疼く。その指先に応えていいものか迷い、身動きができない。

　友貴に連れられるまま抵抗もせずにのこのこやって来てしまったが、この後自分たちはどうなるのか考えるだけで戸惑い、心が揺れてにっちもさっちもいかない。

　三階で降り、ふかふかの絨毯が敷き詰められた通路を進んで、いよいよ彼の部屋のドアが開かれる。玄関フロアに続く廊下も、その先に現れたリビングも、驚異的な広さ。白い壁を基調にセンスのいい家具が並び、生活の違いをまざまざと感じさせられる。大きな窓の向こうには、部屋かと見まがうほど大きなバルコニーがあった。ダウンライトで照らされたそこには籐製のソファセットが置かれ、素敵な空間になっているのが見える。

「なに飲む？　コーヒーか紅茶か、ワインもあるけど」

　部屋に驚いていたら、リビングダイニングと一体型になったキッチンから友貴に尋ねられた。

「それじゃ……コーヒーで」

「オッケー。その辺に座ってて」

　友貴に言われ、グレーのレザーソファ―の隅にちょこんと腰を下ろす。居心地があまり良くないのは、慣れない高級感はもちろん、ここが友貴の部屋だからだろう。背筋はピンと伸び、両手を揃えた足の上に重ねて置いた。

　少ししてコーヒーの香りとともに友貴がやって来る。カップをふたつ、テーブルに並べて置いた。

「そんなにかしこまらなくてもいいだろ」

　そう言われても無理だ。会社ならまだしも、プライベートな時間に友貴とふたりきりなのだから。なにをどうしたらいいのか、まったくわからない。さっきのキスのせいで、心は大きく動揺している。

「食事もしないで連れてきちゃったけど、なにかデリバリーでも頼もうか」

「ううん、平気」

　空腹感は、友貴に呼び止められたときにどこかに吹き飛んだ。今も緊張と戸惑いのせいか、まったく感じない。

　隣に座った友貴が、微動だにしない絵里にコーヒーカップを手渡す。

「……ありがと」

　そっと口を付けたコーヒーの苦さが胃に染み渡る。

「この八年、絵里はどうしてた？」

「どうって……大学を卒業してミキホームに就職して、それからずっと特に代わり映えのない毎日だったけど……。そういえばリサーチってどういうこと？」

「あぁ、絵里に彼氏がいないのは知ってるってやつ？」

　コクンと頷く。

「絵里に会いたくて探したから」

「……私に会いたくて？」

　夢のような言葉を言われて心が震える。

　伸びてきた友貴の手に肩をぐっと引かれ、あっと思ったときには彼の腕の中に収まっていた。

「ほんとに会いたかった」

　絞り出すような声で言われ、胸が切なさで締めつけられる。

　絵里もそう。ずっと忘れられなかった。

　日本とアメリカで遠く離れてすれ違い、会えない寂しさに負けて自分から告げた別れなのに、ふたりの関係が恋人でなくなったら、それまで以上に寂しくなった。若いからこその未熟さに何度も挫け、復縁を迫ろうとスマートフォンに手を伸ばしたが、すんでのところで我に返ることの繰り返し。帰国してから誘惑に負けて、一度だけ友貴に電話をかけたが繋がらなかった。番号が解約されていたのだ。

　友貴はとっくに絵里を吹っ切っている。そう考えるには十分だった。

　絵里から言いだした別れなのに、傷つく自分にほとほと嫌気が差した。

　それでも忘れられずに今日までずっと。でも友貴は、昔の恋に惑わされているだけなのではないか。久しぶりの再会で、そのときの想いが蘇っただけなのではないか。

「絵里」

　あの頃のように愛おしそうに呼ばれ、心が悲鳴を上げる。恐る恐る顔を上げた瞬間、唇が塞がれた。

「――んっ、ゆう……っ」

　待って。

　そう止める言葉は喉の奥に強制的に戻される。切羽詰まったような性急なキスだった。容易く唇を割られ、挿入された舌ががっちり閉じている歯列をなぞる。

　開けろ。

　まるで舌が意思を持っているかのように絵里に命ずる。

　振りきらなければという理性が働き、彼の胸をトンと押した。

　ところがそんな抵抗も友貴はものともしない。その手を掴み、もう片方の手と一緒にひとまとめにし、もういっぽうの手は絵里の顎に添えられた。

　その先を許したらどうなるか、絵里にもわかっていた。ここで止めなければならないと考える頭と、友貴を求める心がせめぎ合う。しかし強制力をもった友貴の命令に、彼をまだ想っている絵里が逆らえるはずもない。

　そっと力を緩めてできた隙間から、すぐさま彼の舌が侵入してきた。ねろりとした感触が頬の裏を舐め、上顎を通って反対側の頬へ移動していく。何度か往復した後、引っ込めていた絵里の舌に絡みつく。下顎と繋がる細い筋を尖らせた舌先でチロチロと舐められた。

　昔よくされた彼のキスと同じ。時間が急速に巻き戻り、絵里を過去へと誘っていく。友貴の背中に腕を回したのを合図に、キスの濃度が上がった。

　絡めていた舌が音を立てて吸われる。ジュルッという水音が激しさを増し、絵里の唇から堪えきれずに吐息が漏れては消えていく。

「っふ、ぁ……ん……ゆう、き……」

　彼への愛しさが溢れて、もう止められない。

　――このままどうなってもいい。

　刹那的な思考に支配されたそのとき、絵里の体がふわりと宙に浮く。友貴に横抱きにされたのだ。

「……っ、友貴？」

　戸惑いがちに問いかけるが、キスを許したときからこうなることはどこかでわかっていた。それだけでは済まされないだろうと。

「待てなんて言うなよ。言われても、その願いは聞き入れられない」

　強引な言葉なのに絵里の胸は甘く疼く。激しく求められ、今の絵里には歓びしかなかった。

　広いベッドルームにはキングサイズと思われるベッドがひとつ。そこに絵里を下ろした友貴は、着ていたスーツのジャケットを脱ぎ捨てた。

　ここまできてなにをするのか知らないふりはできない。絵里もおずおずとコートを脱いでいたら、ワイシャツにスラックス姿のまま友貴がベッドに上がってきた。

　脱ぎかけのコートを引き剥がし、お堅い印象のスーツのジャケットを脱がせる。白いブラウスに手が掛けられたとき、絵里は早る鼓動に耐えきれず思わず友貴の手を押さえた。

　しかし涼やかな眼差しの奥に滲ませる彼の欲情に無言の制止をされ、おとなしく手を下ろす。そんな目で見つめられたら、絵里には太刀打ちできない。

　ボタンをひとつ外すごとに鼓動がスピードを速めていく。ブラウスの袖が取り払われると同時に、絵里はベッドに横たえられた。

　友貴が覆いかぶさるようにして絵里の顔の両脇に手を突く。髪を撫でられただけで気が遠くなる思いだ。

「絵里……」

　熱っぽい声で名前を呼ばれ、ふたりを取り巻く空気は完全に八年前に戻っていた。

　軽いキスを唇に落とし、顎を伝って首筋へ下りていく。肩先、腕、胸もとと唇を這わせているうちにスカートとストッキングも脱がす。キスは下肢にも及び、腿や膝まで余すところなく口づけ、絵里の呼吸を否応なく弾ませた。

　全身が性感帯にでもなったかのようにどこを触れられても甘ったるい息が漏れ、期待と興奮で頬が紅潮する。友貴にブラジャーごと胸を揉み上げられたときには背筋が大きくのけ反った。

「ぁっ……ん」

　それも仕方がないだろう。友貴と別れてからの八年間、絵里の体は誰のものにもなっていないのだから。

　カップが上にずらされ、両方の膨らみがまろび出る。ツンと尖った先が、天井に向かって立っていた。呼吸ごとにそれらが揺れ、触れられるのを待っている。

「絵里、少し痩せたか？」

「……小さくなった？」

　バストのことを言っているのだろうか。社会人になって、若干スリムにはなったかもしれないが。でもカップのサイズは変わっていない。

「いや、そうじゃなくて。ウエストのあたりとか腿とか前より華奢になったな」

「胸が小さくなったって言いたいのかと思った」

「違うよ」

　もともと自慢できるほど大きいわけではないため、以前より小ぶりになったと思われるのは嫌だった。

　友貴がクスッと笑った息がかかっただけで、色づき始めた蕾が震える。それに気づいたか、彼が不意を突いてそこを舌先で弾いた。

「ああっ」

　ビクンと跳ねた体が、先ほど以上にのけ反り胸を突き出させる。

「感度は昔のままだ」

　久しぶりの快感がたまらない。思わず濫りがましく友貴を見つめたら、彼はそれに応えるように両方の胸を揉みしだいた。

　鮮烈な刺激に驚いたのも束の間、それが懐かしく、すぐに絵里の体に馴染んでいく。

　八年ぶりとは思えない。ほんの数日前にもこうして触れてもらったような感覚がした。

　優しいタッチかと思えば、胸の形が変わるほどに掴まれ、その隙を突いて尖端を指先や舌で丹念に転がす。緩急をつけていじられれば絵里の体がぴくぴく弾み、お腹のずっと奥の方がじくじくと痺れた。

　理性などとっくに働かなくなっていたが、微かに居残るそれを激しく乱す。必死に押し殺していた声は、次の瞬間には我慢などしていられなかった。

「ンあぁっ！」

　知らず知らずのうちに下肢に伸びていた友貴の指先が、ショーツの上から秘めた場所をゆるりとなぞったのだ。

　腰がベッドで軽くバウンドし、シーツの上で足をもがく。濃厚なキスをされ、胸に触れられた絵里のそこは、どうなっているのかが自分でもわかるほど。張りついたショーツは、友貴に触れられて割れ目に沿って沈んだままだ。

　彼が押し殺したような声でククッと笑った。絵里の淫らな様を見て感じ入ったのだろうか。眼差しに獰猛さが混じり、羞恥と期待が入り交じる。

　友貴は絵里の膝裏に手を入れ、足を立たせて開かせた。

　そうされるとショーツはさらにぴったりと張りつき、もっと恥ずかしい格好になる。つい閉じようと膝を動かしたら「ダメだ」と阻止され、友貴はその足の間に体ごと移動していった。

「や、ちょっと待って……！」

「そう言われて待てるわけがないだろ。八年も待ったんだから」

　思わず手で股の部分を覆ったが、両腿を友貴の手にがっちりと固定され、まったく意味を成さない。彼の鼻のすぐ先には、ぐっしょりと濡れたショーツが絵里の手を隔ててあった。

「絵里、手をどけて」

　濡れそぼったそこを晒すのがたまらなく恥ずかしい。飢えた淫乱女だと思われやしないかと不安なのだ。

　ゆるゆると首を横に振っていたら、友貴は絵里の内腿を舐めはじめた。

「やぁっ……」

　膝に近い部分から尻に向かってねっとりと舌を這われる。時折ピリッと痛みが走るのは、彼が吸い付くせいだろう。レロレロという舌の動きが艶めかしく、お尻に近づくにつれて、手で覆った場所がわななく。まるでそこを直接舐められている感覚に陥り、手から力が抜けた。

　その瞬間、友貴が布ごと舌で舐め上げる。

「んんっ、ぁっ」

　下肢が震え、与えられた刺激を取り逃がそうと足を閉じようとしたが、彼に押さえられているため叶わない。ショーツ越しに何度も舐められ、もはや絵里から溢れた蜜なのか友貴の唾液なのかわからないほどびしょびしょ。直接触れてほしいというもどかしさを募らせていると、その願い通りに指先が張りついたショーツを引き剥がす。できた隙間から忍び込んだ指がくちゅりといやらしい音を立てた。

「ああっ……！」

　待ち望んでいた刺激だと、友貴もすぐに察知しただろう。ひと思いにショーツを脱がせ、いよいよ秘部が暴かれた。

　絵里から滴る蜜の芳香が、広い寝室に満ちていく。

「懐かしい匂いだ。……絵里の匂い」

「やめて、恥ずかしい」

　赤くなった顔を隠すように手で覆う。

「恥ずかしがる必要はないだろう？　俺は絵里の体は知り尽くしてる。どこに触れられるのが好きで、どこが弱いのかも全部ね」

　友貴が不敵な笑みを浮かべる。あの頃と違うのは、年を重ねて増した男の色香だろう。妖艶さを滲ませた眼差しに胸を撃ち抜かれた気がした。

　友貴は鼻先で薄い茂みをくすぐり、八年間沈黙していた蜜口にむしゃぶりついた。

　生々しい感触に絵里は頤を反らす。肉厚の舌がもたらせる刺激に全身が打ち震えた。

　これまで以上の水音が寝室に響き、絵里の耳から脳を侵していく。

「ぁ……ふ、んっ……あぁ、友貴……っ」

　徐々にほどけていく膣口にぬるぬるとした舌が差し込まれ、淫蕩な刺激が絵里を翻弄して離さない。ジュルジュルと蜜を吸う淫靡な音に興奮を煽られた。

　頭の中が霞み、意識を保とうとシーツをギュッと握りしめたそのとき。花びらの陰でひっそりと身をひそめていた小さな蕾が、舌でピンと弾かれた。

「ひゃぁっ！」

　たまらず全身がびくんと跳ねたのは、そこに触れられるのを待ち焦がれていたせいだとわかる。べつの場所への刺激だけでそこはひくつき、しっかりとした芯を内包していた。

　続けざまに硬くなったそれを口に含まれて舌で転がされ、やわらかい唇で啄まれ、激しい悦楽が絵里に襲い掛かる。必死にシーツを掴んでしがみつくが、上乗せされていく甘美な刺激が絵里を高く高く連れ去ろうとしていた。

　薄い包皮は完全に取り除かれ、剥き出しになった淫芽は感じる以外の機能を成さない。舌技に合わせて嬌声はかすれ、屈服するときを待つだけ。その硬い芯はさらに膨れ、じりじりとした疼きをひたすらためていく。そして、友貴が舌の動きを速めた直後――。

「やっ、……ぁ、ああああ！」

　全身を痙攣させ、絵里はとうとう達した。

　思考は停止し、頭の中が白く霞む。手足から力が抜け、目を閉じて荒れた呼吸を整えようとしていた絵里の蜜窟に、細く長いものが挿入される。

　友貴の指だ。

「友貴、待って……！」

　まだ達したばかり。ひくつく花芽は神経を尖らせたままだ。

「待たない」

　一度のオーガズムでは許さないという。

　友貴は絵里の顔を見ながら挿れた指をぐるりと回転させて、ある一点で折り曲げた。

「あんっ……それ、やっ……っ」

　狙いを定めたかのような動きだった。

　へその下あたり。奥深くに身を隠した弱点を攻められ、一度収まった熱が再び噴き出す。

「ここ、好きだったよな」

　俺は知ってるんだと言わんばかりの言葉はかすかに笑みを含み、卑猥で、絵里の被虐心を激しく揺さぶる。

　思い出せ。

　そう言われているような気がしたが、思い出すまでもない。忘れてすらいなかった。

　覚えている。

　絵里はこの快感を、八年前に友貴に教えられ、植えつけられたこの悦びをしっかりと記憶していた。

「ゆう……きっ……ぁん……ダメぇっ……」

　たまらず腰をくねらせるが、友貴は弱点を突く手を緩めるどころか、ついさっき絶頂を味わったばかりの花芯に舌をあてがった。

「やっ、あああっ」

　腰が跳ね、頭を左右に振る。

「両方されるのはもっと好きだっただろう？」

　指を根元まで挿入し、中をかき回す。いっそう硬くなった蕾はくにくにと舌でしごかれ、今にも爆発するのではないかと不安になるほど膨らんだ。

　昔の情事が走馬灯のように脳裏をかすめる。

　今のように友貴の舌に、指に翻弄され、激しく交わった数々の夜が――。

　そんな思い出も絵里をいっそう熱く燃え上がらせていた。

「……は、ん……ぁ、もうっイ……！」

　イケとばかりに友貴の指が膣窟の中で蠢く。細く硬くした舌で充血した花芽を擦ったが最後。

「イクっ……イッちゃう……やっ、やあああーーーー！」

　絵里は背を弓のようにしならせたかと思ったら、腰をガクガクと震わせる。二度目の頂点は先ほどよりも重く、深い快楽の波で絵里をさらっていった。

　ところがそれではまだ終わらない。上り詰めた高みから下りていくのもままならないうちに、友貴は腰を引き寄せ、絵里の背中に自分の両膝を差し込んだ。腰が浮き、両膝は顔まで接近。絵里の恥部が天井を向くという淫らな格好になる。

「やっ、恥ずかしいからっ」

　てらてらと濡れて光る自分の秘所が丸見えになり、激しい羞恥に晒される。

「昔もしたじゃないか」

　だからといって恥ずかしさがなくなるわけではない。濫りがましく友貴を見つめる。

「ほら、よく見て」

　目を逸らそうにも行き場がなく、必然的にそこが視界に入るからかなわない。

　友貴が二本の指で襞を開くと、桜色をした膣口から透明の蜜が溢れてくる。ものすごく卑猥で淫らだ。それが絵里の興奮の度合いを高め、なにもされていないのにたらたらと蜜が滴る。

　頬がカーッと熱くなり、いやいやをするように首を横に振ったが、友貴は怯むことなくやわらかな舌で舐め上げた。

「ひゃっ、あぁん……っ……ぁ、うう……っ」

　いやらしく光る蜜園に指を差し込む様子も、淫芽をいたぶる舌も、すべてが絵里に丸見え。恥ずかしさに抱いた劣情が欲情に素早く変化していく。友貴の扇情的な眼差しに〝もっと感じろ〟と煽られ、膣はびくびくと痙攣する。

　幾度も頭は白く霞み、下肢は激しくヒクつく。もう何度達したかもわからず、頭も体もぐちゃぐちゃの状態でくたりとなる。

　カチャカチャという音がして目を開けたら、友貴がベルトを外していた。ワイシャツはすでに脱ぎ、絵里の目の前に晒しているのは引きしまった逞しい肉体。胸筋は美しく隆起し、強さの象徴である上腕二頭筋は盛り上がっている。

　昔よりも逞しさを増した体に胸を高鳴らせる絵里だが、そこから目線を下げたところにはボクサーパンツを押し上げる、凛々しいほどの高ぶりがあった。無意識に喉を鳴らしてしまったのが聞こえたか、友貴が妖しい笑みを浮かべる。

　大学時代にも人を魅了し、大人の振る舞いだった友貴だが、今の彼はけた違い。心を底から震わせる妖艶さを身に着け、その熱視線にとろけそうになる。

　黒のボクサーパンツからいよいよ姿を現した男の象徴は、はち切れんばかりに猛々しく屹立していた。

　ハッとして吸い込んだ息で、絵里の喉の奥がひゅんと音を立てる。胸の鼓動は密かにスピードを上げ、来るべきときに期待しているのは明白だった。

　友貴はベッドサイドの引き出しから小さな包みを取り出し、それを口で引き裂く。中から取り出した薄いベールを、自身の高ぶりに装着した。友貴の腰が閉じていた絵里の足を割り、すぐさま熱い塊をぬかるんだ膣口にあてる。

　硬く、そして熱い塊だった。

「絵里……俺ももう我慢できない。入れるぞ」

　切羽詰まった声が、自分は欲されているのだと思わせる。

　絵里が頷くより早く、友貴の剛直が突き立てられた。

「――んっ」

　八年ぶりの圧迫感に苦しげな息が漏れる。指はすんなり入ったが、段違いの大きさのものは容易くない。

「きつ……。絵里、力抜いて」

　わかっているのに、どうしたって強張る。セカンドバージンとはこういうものなのか。それとも歯を食いしばり、唇を噛みしめているせいなのか。

「……友貴、お願い、キス……キスして」

　そうすればきっとほどけるはずだから。

「そんなかわいいことを言われたら、挿れた瞬間イきそうだ」

　願いを叶えるべく、友貴は笠の部分だけ挿入したまま体を倒して絵里の体を抱きしめた。ふわりと香ったムスクの官能的な匂いに目眩を覚える。

　薄く開いた彼の唇に貪るようにキスをされ、奥から引っぱり出された舌を強く吸われた。じゅるっという音が、目眩をさらに強くする。

　猛獣に食べられる。

　そんな激しいキスに翻弄されているうちに、ずぶりずぶりと彼の雄身は絵里の中に突き進んだ。

　圧を感じたのはそのときだけ。後はパズルのピースがぴたりと合うように、すんなりと馴染むのを感じた。

　絵里の中が友貴でいっぱいになる。

　ひどく懐かしい。そんな感覚だ。

「入ったよ」

「……うん」

「絵里のここ、俺の形を覚えてたみたいだな」

　そういうものなのだろうか。心だけでなく、絵里の秘めた部分まで友貴を忘れられずにいたというのか。

「八年前と同じだ。やっぱり絵里はあのときのままだ」

　友貴の言葉が絵里の胸をチクンと刺す。彼が求めているのは、付き合っていた頃の絵里なのだろう。あのときの絵里を感じたくて、こうして……。

「この八年間、俺のほかに絵里のここを知ってるのは？」

「そんなの……」

　いないに決まっている。でもそうは言えずに口ごもった。

　べつにもったいぶっているわけではない。ただ、怖いのだ。友貴は過去の絵里にすがっているだけで、現在の絵里を見ているわけではないかもしれない。

　そう考えると、途方もなく怖くてたまらない。

「いるのか。……それなら、そんな男の影は俺が消し去ってやる」

　眉間にしわを寄せた切なげな表情だった。独占欲を見せられ、激しく動揺する。

　絵里がはっきり答えないのは、そんな存在がいたからだと思ったのだろう。落胆したように言った後忌々しげに呟き、友貴は体を起こし抽送をはじめた。

「あっ……っふ……んん……」

　ゆっくりだったのは、ほんのさわりだけ。絵里からほとばしる蜜を存分に纏ってからは、容赦なく腰を揺らす。まるで、絵里の中にいるほかの男の残像でも振り払うがごとく。強い揺れは絵里の全身に伝わり、胸の膨らみも毬のように弾む。

「っ……は、……絵里っ、早く俺を……思い出、せっ」

　思い出すもなにも、絵里には今も昔も友貴しかいない。薄れゆく思い出とは呼びたくない、現在進行形の恋心なのだ。

　でも絵里は、それを素直に口にできずにいる。

（別れた後の八年間、なんの音沙汰もなかったのに、私のなにが好きだなんて言えるの？）

　今のふたりの情事は、友貴にしたら過去の恋へのいっときの懐かしさみたいなものだろう。彼にその意識はなくても、きっとそうだから。

　何度も切なげに名前を呼ばれ、絵里も同じように呼び返す。

　伸びてきた彼の手に胸の尖りを捏ねられ、刺激の上乗せが絵里を淫らに乱れさせる。そのうえふたりの繋がった部分のすぐ上にひっそりと身をひそめている蕾を摘ままれれたら、体は弓なりになり、悲鳴にも似た嬌声が切れ切れに漏れていく。

　部屋に満ちるのは淫らで芳醇な香りと、獣じみたふたりの息づかいだけ。友貴の律動がひと際激しく速くなる。果ての近さを物語っていた。

「っく、絵……里……っふ、は……っ限界、だっ」

「ゆ……き……うぅっ、ぁ、ああ、ん……」

　後は高まっていく愉悦にふたり一緒に乗るだけ……。最深を突いた直後――。

　極限まで熱せられた彼の塊がビクビクと震え、同時に絵里もこれまでで一番強い快感に襲われた。薄い皮膜越しでも友貴の放った飛沫を感じ、それを一滴たりとも残すものかとばかりに絵里の蜜窟はきゅうきゅうと締めつけて蠢く。

　しばらくそうして繋がったまま、ふたり揃って余韻に浸る。抱き寄せられ、髪を撫でられていると、遠い記憶の中でもこうして友貴に髪を撫でられたことを思い出した。

　まだ息の上がった唇にキスを落とされ、舌を吸い出される。じゅるじゅると立てる音が、再び官能を呼び覚まそうとしていた。

　それは友貴も同じようで、繋がっている部分に次第に圧を感じていく。彼の逸物に再び力が漲ってきたのだ。

　蜜口からぬるんと彼のものが引き抜かれる。なにげなく見たら、てらてらに光った彼の熱棒はやはり天を向いて反り立っていた。たった今、放射したばかりだというのに。

　友貴は薄い膜を引き剥がし、ベッドサイドから取り出した避妊具をもう一度装着した。

「絵里、もっと抱きたい」

　まだ足りないという。

　そうねだられれば首を横に振れない。絵里自身も、もっと友貴を感じたかった。それが過去への執着なのか、今の想いなのかもわからないまま。

「友貴……」

　思わず切なげに名前を呼んだら、それが答えだとわかったのだろう。友貴は妖艶に微笑み、絵里の両膝を立てさせて、まだ熱のこもった秘園に己を突き立てた。

「ぁっ……！」

　既に道筋のついたそこは、容易く友貴を飲み込んでいく。再び迎え入れた悦びに蜜璧がひくつくのを感じた。

　最奥まで一気に突いたかと思えば、助走もなしにいきなりトップスピードで抽送がはじまる。その激しさにすがるようにシーツを両手でギュッと握った。

「ゆうっ、……あっ……やぁっ」

　なんて貪欲なのかという恥ずかしさよりも、与えられた愉悦の方が勝り、はしたなく嬌声を漏らし続ける。

「気持ち……いいか？」

「……うん」

　コクコク頷きながら返すと、友貴はいったん腰を止めて絵里の片方の足を持ち上げ、もう片方の上に下ろした。必然的に絵里の体が横を向く。

「もっとよくしてやる」

　再び揺らされる体。これまでと違う角度で友貴の切っ先があたり、なんともいえず気持ちがいい。

「あ、あぁ……んんっ……友貴ぃ……」

　蜜汁は絶え間なく噴き出しては泡立ち、繋がった部分だけでは留めきれない。友貴の足も、絵里のお尻も、果てにはシーツまでも濡らしていく。

　この交わりに終わりはくるのだろうか。

　そんな疑問を抱くほど長く執拗で、それが絵里をさらに高ぶらせた。

　友貴はさらに絵里の体を回転させ、うつ伏せにさせる。膝立ちになりお尻を突き出させられた。野性的な体勢が、嫌でも興奮の度合いを高める。ぷるんと突出したヒップラインを撫でた手が、腰をがっちりと捕まえた。瞬間、ズンと最奥を突かれた甘美な刺激が全身を貫く。

「や、ん……」

「っは、締まりが……すごいな。一度出してるのにもちそうにない」

　友貴は切なげな声を漏らした。

　腰をぐるんと回して蜜襞をえぐるように擦り上げ、中をかき混ぜる。そうかと思えば奥を穿ち、予測のできない動きに絵里はよがり声を上げる以外に手立てがない。

　ふたりの荒い息づかいと芳醇な香りで満ちた部屋は、卑猥な空間となっていた。

　何度も絶頂を迎え、それを散らすように友貴が激しく腰を振る。目の奥がチカチカし、視界が白んでいく。

　限界を迎えた絵里は膣どころか全身が痙攣をしはじめ、友貴の屹立をぎゅうぎゅうと締め上げる。

「絵里っ、……く、俺ももうっ」

　腰を掴み、最後の力を出しきるようにして友貴がぐいと腰を打ちつける。

「ゆう……あぁっ、あああああ！」

　名前すら最後まで呼べないほどの強い快楽に見舞われた。薄いベール越しに熱い飛沫と、ドクドクとひくつく友貴の熱杭を感じる。

　倒れ込んできた友貴の腕に抱きしめられながら、うわ言のように囁く「絵里、絵里……」という声を遠くなる意識の中で聞いていた。






第二章　思い出を辿って








「あれっ、福原さん、今朝はずいぶんと早いですね」

　出勤して秘書室のドアを開けると、室長の川崎が広げていた新聞から顔を覗かせた。

「おはようございます。ちょっと早起きしたので……。室長も相変わらずお早いですね」

「僕はこれが通常モードですからね」

　メガネの奥で目を細める。

　川崎はいつも、定められた出勤時刻の九時より一時間半以上早く出社し、各社から出版される朝刊を読むのを日課にしている。業界や取引先の動向など、そこから得られる情報は業務を遂行するうえで大切だと、絵里たち秘書に常日頃から言っていた。

　それを見習い、ほぼ全メンバーが三十分前に出勤し、新聞にざっと目を通してから業務に就くのが定着している。

　今日はそれよりさらに早く、絵里が出勤したのは八時前だ。

　友貴と溺れるようにセックスした後、乱れたままのベッドで彼の腕に抱かれて眠りについた絵里は、空が明るくなる前に友貴に黙ってマンションを後にした。

　自宅でシャワーを浴びている最中、見つけたのは彼が残した情事の痕。絵里の白い素肌には赤い花びらが舞っていた。その数が昨夜の秘め事の激しさを物語っており、彼のいないバスルームで絵里の体を疼かせる。

　でも、あれは再会の熱に浮かされただけ。ほんのひととき、昔に戻っただけのこと。友貴は錯覚しているのだ。その昔、自分を振った女が目の前に現れ、いっとき過去の恋情が蘇っただけ。それ以上でも以下でもない。

　絵里は身支度をして早々に出勤。ようやく動きだそうとしていた街は、冷えた空気の中で準備運動をしている段階だった。

「倉持社長はどうですか？　うまくやっていけそうですか？」

　上司なりに心配してくれているのだろう。一度は退職を願い出た絵里だから尚更だ。

「……そうですね。まだ一日だけなのでなんとも言えませんが、引き受けたからには誠心誠意務めさせていただきます」

「頼りにしてますよ」

　川崎は軽く笑みを浮かべて、再び新聞に目を落とした。

　絵里もいつものように新聞を広げ、目ぼしい記事を読んでいく。しかし内容はまったく頭に入ってこず、文字の上を目が滑るばかり。すぐに頭を過る友貴の顔を追い出す方に躍起になった。

　

　午前九時ジャスト。社長室の掃除を終えたタイミングでドアが開き、友貴が出社した。

「おはようございます」

　いきなりふたりきりになってしまった。頭をなんとか仕事モードに切り替え、立ったまま丁寧に頭を下げて挨拶をする。友貴はどこか不機嫌な様子で「おはよう」と返してきた。

「どうしてなにも言わずに帰った？」

　絵里が黙ってマンションを出たのが不満だったようだ。友貴は絵里の前に立って眉間にしわを寄せている。

「申し訳ありません。よく眠っていらしたので」

　秘書の立場をわきまえて話したら、彼は肩を上下させてため息をついた。

「なんでそんな話し方」

「会社ですので」

　そうして自分を律していないと、彼への想いが目から、口から態度から零れてしまうから。ただでさえ心は、安定性の悪い泥沼にでも立った梯子のようにぐらついている。

「早速ですが、今日の予定を」

「待て。まだ話は終わってない。俺の質問に答えろ」

　どうしてなにも言わずに帰ったのか、本当の理由を教えろという。朝がきても絵里は自分の腕の中にいると信じ、疑っていなかったのだろう。

「ですから、社長が眠っていらしたので」

「暗いうちに出ていかれれば当然だ」

　友貴の言葉にドキッとする。気づかれていたというのか。

「小さな物音で目を開けたら、もう絵里はいなかった。まだ空だって白みはじめてもいなかったのに」

「それはその……仕事があるから着替えなきゃならなかったし」

　素の口調に戻る呆気なさといったらない。

「本当にそれだけか？」

　適当な理由をとってつけたと感づいたのか、友貴が絵里の顔を不審そうな目つきで覗き込む。

　いっそ今、思っていることをぶつけた方がいいのかもしれない。ふたりの関係がこじれる前に過去と現在を切り離さなければ、仕事だって円滑に進められないだろうから。

「友貴は……友貴はきっと昔の想いに惑わされてるだけなの」

「なんでそう言いきれる？」

「……私たち、八年も前に別れたんだよ？　再会に酔ってるだけ」

　ずっと忘れられなかった絵里だって、もしかしたらそうなのかもしれない。心の奥底で会いたいと願っていた想いがいつしか執着に変わり、それを愛だと勘違いしているのかもしれない。

　別れを告げられた側だからこそ、友貴はそれにしがみつき固執しているのではないか。大企業の跡継ぎとして逞しく成長した彼なら、この八年の間に絵里以外の女性と数々の恋愛をしてきただろう。その合間に絵里と再会して、懐かしく感じているだけ。

「再会に酔う？　俺はそんなロマンチストじゃない。ずっと絵里を――」

　友貴の言葉をノックの音が遮る。

　ここが会社だというのを忘れそうになっていた絵里だったが、現実に引き戻された。友貴が「はい」と答える。

「失礼します。倉持社長、おはようございます」

　顔を覗かせたのは川崎だった。至近距離で向かい合って立つ絵里と友貴を見て、メガネの奥の目をまたたかせる。ふたりに漂う妙な空気を敏感に察知したか。

　友貴は絵里との間合いを一歩空け、「おはよう」と返した。さすがに近づきすぎだっただろう。

「どうかされましたか？」

　川崎がふたりを交互に見やる。やはりなにか感じるところがあったようだ。

「いえ、社長とスケジュールの確認をしていたところです」

　絵里の返答に、友貴も「そうなんだ」と同調する。

「そうですか。では、この後十時から行われる経営企画部と営業推進部との打ち合わせ予定はどうなっていますか？」

「はい。定刻通りに」

　絵里は取り澄まして返した。

　昨日は取締役員たちで手一杯だったが、今日からは各部との打ち合わせがはじまる。「場所は？」とさらに川崎に質問された。

「場所ですか。えっと……」

　昨日、友貴の要請でスマートフォンのスケジューリングアプリに入力した予定を確認する。友貴としていた会話の内容が内容だけに動揺が治まりきらない。指が震えているのがなによりの証拠だ。

「アプリに追加されていませんでしたね」

　川崎に指摘されハッとする。運用して二日目、絵里自身にまだ浸透していない。

「申し訳ありません。三十一階の第五ミーティングルームです」

　今いる階層の三つ下。ミーティングルームや広い会議室がいくつも並んだフロアだ。

「以後気をつけます」

　慌てて頭を下げる。

「スタートしたばかりですから、相互に確認し合っていきましょう。では失礼します」

　川崎がどことなく含みをもたせたような笑顔に見えたのは、絵里にやましい気持ちがあったせいか。彼が部屋から消えてはじめて、緊張で胸が張り詰めていることに気づく。

「社長、申し訳ありませんが、ミーティングルームの準備がありますので失礼いたします」

　気持ちを仕事にシフトし、絵里は社長室を出た。うしろで友貴が「絵里」と呼び止める声がしたが、それを振りきるようにして足を速めた。

　

　ミキホームは戸建の分譲はもちろん、アパートやマンションなどの賃貸も手掛けている。経営企画部と営業推進部を集めたミーティングでは、新しい不動産プラットフォームの構築について友貴から提案をしたいと昨日のうちに絵里は聞いていた。

　部屋にはそれぞれの部署の部長以下三名が集まり、大きなテーブルを囲んで座る。プロジェクタースクリーンには事前に友貴が準備した資料が投影されていた。

「早速ですが、ミキホームではこれからハウジング業務の改革に着手しようと考えています」

　挨拶もそこそこに友貴が本題に入る。

「ハウジング業務の改革、ですか」

　経営企画部の部長である荒あら木きが、友貴の言葉を繰り返す。

「はい。ブロックチェーンによるまったく新しい不動産プラットフォームの構築です。賃貸を取り扱っているミキホームでそれを使ったプラットフォームを構築していくのが、当面の私の課題となります」

「なぜ住宅メーカーでブロックチェーンなんですか？」

　荒木はさらに素朴な疑問を投げかけた。

　そもそもブロックチェーンとは、仮想通貨の中核となる取引データ技術のことを指している。簡単に表現すると〝みんなで管理する台帳〟である。金融機関を介さず、ユーザー同士でシステムを管理する構造なのだ。

　どうしてミキホームでその技術を使うのかと、絵里も荒木と同じ疑問を抱いた。仮想通貨と不動産とでは接点がないように感じるからだ。

「その前にまず、ブロックチェーン技術の導入の背景から話した方がよさそうですね」

　友貴はそういった質問も当然見越していたのだろう。焦る様子はなく、テーブルの上にゆったりと手を組み、みんなに語りかけるように説明をはじめた。

　倉持建設の中期経営計画の中には、今後の住宅市場を鑑みた住関連ビジネスの基盤づくりという目標があるという。その基盤のひとつに、ブロックチェーンによる不動産物件を対象にした管理システムの整備があり、将来的には他業種とも連携して利用者主導型の情報バンク構築と新しい事業やサービスを創出するのが狙いだと。

「つまり、ブロックチェーンの技術を利用して、あらゆる情報を引き出せるようにするということですか」

「その通りです。すでに倉持建設で構築が進められているブロックチェーン上には、五十万件を超える物件情報と入居者情報を格納済みで、いつでも利用可能な状態にあります」

「その目的は」

「不動産物件の契約行為の簡素化です」

　現状では入居までに何度も書類を書き、実店舗に足を運ばねばならず、煩雑で手間がかかっている。しかし、そのプラットフォームを使えば、物件の検索から内覧、入居申し込みまでデータ上で管理できるというのだ。

　プロジェクタースクリーンには、ブロックチェーンと専用アプリを用いた賃貸契約イメージが映し出されていた。

「入居にいたるフローそのものを変革させることで、住まい全体のサービス強化に繋げていくのが今の私に課せられた使命だと考えています」

「……そのプラットフォームの構築を倉持社長自ら、倉持建設で音頭を取ってやられていたと」

「そうですね。常に改革、改善あっての仕事です」

　こともなげにサラッと言う友貴を隣で見て、絵里は目を見張るばかり。まったく考えもしなかった別分野の技術を用いて、サービスの向上に繋げていくという提案は、出席者たちも一様に舌を巻いていた。

　今、絵里のそばにいるのは、多くの社員を引っ張っていくトップの姿そのもの。さらに頼もしく逞しくなった友貴の雄姿に、絵里は胸を高鳴らせずにはいられない。

　そしてそれと同時に、友貴は大学生の頃のままではないことも思い知らされた。彼は、大企業のトップに立つべき人間なのだ。絵里とは生きる世界が違う。あの頃の友貴と絵里では、もうないのだ。

　男として凛々しく成長した友貴を眩しい思いで見つめるいっぽうで、もう昔のようには戻れないと痛感せずにはいられなかった。

　

　その後の各部とのミーティングでも様々な提案をし、意見の擦り合わせを重ね、あっという間に夕刻となる。間断なく打ち合わせが入っていたため、友貴と今朝のやり取りの続きがなかったのは幸いだった。社長室の窓の外はすっかり暗くなり、色とりどりのネオンが煌めいていた。

　退勤時間を迎えたため、片づけをしてから執務机でパソコンに向かっている友貴に声を掛ける。

「お疲れさまです。終業時刻を過ぎましたので、なにもなければ、お先に失礼してもよろしいでしょうか」

　モニターから顔を上げた友貴は、「待って」と立ち上がった。切実そうな眼差しから、なにを話そうとしているのか気づく。咄嗟に踵を返そうとしたが、友貴の方が一歩早かった。

「逃げるな」

　手を掴まれて、ぐっと引き寄せられる。

「まだ話は終わってない」

　間近で絡んだ視線に、絵里を逃がすものかという強い意思を感じて不覚にも胸がときめく。今でも友貴に囚われているのだと知るには十分すぎるほどの胸の高鳴りだった。

「俺は今でも絵里を好きだ」

　強烈な先制弾だった。たった二文字の〝好き〟が、絵里の心を大きく揺さぶる。

　その言葉に嘘はないのかもしれない。真っすぐに注がれる視線が、真実だと言っている気がした。

「絵里はもうとっくの昔に俺なんか忘れていたか？」

　射るような視線に息が詰まり、胸が苦しい。

　忘れるわけなどない。一日だって思い出さない日はなかった。

　本音では今すぐその胸に飛び込んで〝私も〟と言ってしまいたい。そうできないのは、友貴が絵里には手の届かない場所に行ってしまったから。好きという気持ちだけで無邪気に飛び込める年齢でも立場でもない。

「絵里、答えて」

　吐息を感じる距離で友貴が囁く。切なくなるほど真剣な瞳に見つめられ、心がかき乱される。

　自分は友貴にはつり合わないと言っても、彼ならきっとそんなものは関係ないと言うだろう。それがわかっているから、どう答えたらいいのかがわからない。

「社長が好きなのは昔の私で、今の私ではないはずです」

　そんな理由しか見つけられなかった。そしてそれもまた、絵里の正直な心の内でもあった。八年の間に友貴が絵里を美化している可能性もある。

「俺は、今ここにいる絵里を好きだと言ってるんだ。それが信じられない？」

　友貴の気持ちが痛いほど胸に突き刺さる。ずっと忘れられなかった人から好きだと言われて、揺れない心などない。

　絵里は首をふるふると横に振る以外にできず、唇を噛みしめて俯いた。

　せっかく再会できたのに。まだ好きだと言ってもらえたのに。

　彼にはきっと、大企業の未来の社長の隣に立っても見劣りのしない女性がふさわしい。

　それは間違いなく絵里ではない。だって、ふたりが一緒にいる未来が見えないから。

「わかった。なら、俺に絵里の週末をくれ」

　それは唐突な誘いだった。

「……週末を？」

「俺の想いがまやかしじゃないって証明する」

　友貴は、絵里が気持ちを疑っていると考えたのだろう。それだけではないという思いには至らないのかもしれない。

「なにをするおつもりですか？」

　絵里が聞き返すと、少し困ったように友貴が肩をすくめる。

「それを今から考える」

　思わず力が抜けてふっと笑みを漏らしたら、

「再会してはじめて笑顔を見せてくれたな」

　友貴はホッとしたように絵里の頬に手を伸ばし、素早く唇を盗んだ。

　やわらかく重なった唇に、離れないでとつい祈る。それが通じたのか、友貴は絵里の腰を引き寄せて優しく食んでは擦り合せる。絵里が逃げないのがわかると、舌で唇を割ってきた。

　歯列をぐるりと舐められ、上顎を刺激されれば、絵里の口から鼻にかかった吐息が漏れる。さらに強く抱き寄せられ、友貴の体との隙間がなくなった。

　鍛え上げられた体の感触が、昨夜のワンシーンを絵里に嫌でも思い出させる。激しく交わった記憶の断片が絵里の体を甘く疼かせ、胸を高鳴らせる。ここがオフィスだというのも、絵里たちを燃え上がらせるのかもしれない。

　絡まる舌の水音が淫猥に響き、キスの温度がどんどん上がる。このままでは後戻りができなくなる。そう思った瞬間、友貴からキスを解かれた。

「これ以上触れていたら抑えが効かなくなる」

　絵里の濡れた唇を親指で拭い、優しく目を細める。まだ熱情の残る眼差しは、見つめられているだけで絵里の体温を容易く上げていく。

「絶対に絵里をもう一度手に入れるから」

　友貴は勝利を宣言するかのように言って微笑んだ。

　

　その週末、絵里は予告通りに友貴に連れ出された。

　これ以上踏み込んだら危険だと頭でわかっているのに誘いを断れないのは、絵里が弱いせいだろう。

（今日だけだから。今日一日だけ。最後に一度だけだから……）

　友貴を拒絶できない心を必死に戒める。

　絵里のマンションに車で迎えにきた彼は、ベージュのセットアップに白いＴシャツと白いスニーカーを合わせ、こなれた印象のあるスタイルだった。特別気取った格好ではないのに洗練されて見えるのは、友貴の醸し出す上品さのせいなのか。

　このところスーツ姿に見慣れていたため、カジュアルさとのギャップで絵里の胸が騒がしくなる。

　なにしろ久しぶりの友貴とのデート。昨夜さんざん悩んで絵里が選んだのは、王道の黒ニットとミモレ丈の白いスカートというきれいめに見えるファッションだ。意図せず友貴とカラーが揃い、なんともいえず照れくさい。

　これが最後と言い聞かせているが、友貴とふたりきりの時間を過ごせることに浮かれずにはいられなかった。

　いったいどこへ行くのだろうと車に揺られていたら、友貴は絵里を懐かしい場所へ案内した。

「ここ……」

「覚えてる？　絵里と話すきっかけになった場所」

　もちろん覚えている。忘れようもない大切な場所。そこは大学時代にサークルのみんなと来た遊園地だった。さらに言えば、その後ふたりきりで再度訪れた初デートの場所でもある。

　友貴と別れてからは初めて。ふたりの関係と同じで久しぶりだ。

「よし、行こう」

　車を降りて絵里の手を取り、友貴がやけに張りきって足を進める。ブースでチケットを購入し、ゲートを抜けた。

　園内は土曜日というだけあり、家族連れやカップルの姿が多く見受けられる。十月半ばの空は清々しいくらいに青く、初デートのときの夏空の色にも似て胸がときめく。その場所はもちろん、繋がれた手のぬくもりも絵里の右隣に立つ友貴の横顔も、八年の歳月を感じさせなかった。

「なにに乗りたい？　ジェットコースターにでもいくか？」

　友貴に聞かれて首を横に振る。

「サークルでみんなと来たときに乗って以来、苦手なの」

　もともと絶叫マシーンは得意ではなかったが、あのときの無理が祟って、今ではすっかり乗れなくなってしまった。

「それじゃ優しい乗り物にするか」

「友貴はいいの？」

「俺も昔から苦手だったのを忘れたか？」

「ううん、覚えてるけど、友貴が『ジェットコースターにいく？』って聞くから克服したのかと思った」

　たとえば、誰か別の女性と一緒に来て。

「絵里以外とは、こういった場所には来てない」

「そう、なんだ……」

　少なくとも、ふたりの思い出の場にほかの女性の影はなさそうで密かにホッとする自分がいた。

　友貴ふたりでメリーゴーランドや園内を走る列車、ゴーカートに乗った後、はじめてのデートで何度も乗った観覧車にやって来た。「遊園地といえば、やっぱり観覧車だよな」と笑い合いながら向かい合って乗り込む。ふたりの間には、すっかり当時のような空気が流れていた。

　ゆっくりゆっくり。地上から離れるに従い、あの日のことが、時計が遡るかのように蘇っていく。小さくなっていく遊園地の風景も遠く見える街並みも、狭い空間に緊張して言葉が少なくなったのもあのときと同じ。懐かしさが当時の気持ちにリンクしていく。

　ふと目が合った友貴の手に導かれるようにして彼の隣に移動する。重なった視線を外せず、絵里の視界を友貴だけが独占した。

　自然と唇が重なる。友貴とふたり、この箱ごと八年前に戻ってしまったかのよう。

　はじめてのキスはこの観覧車の中だった。彼から告白され、箱がてっぺんに着くと同時に友貴からもらった最初のプレゼント。心の奥に今でも大切にしている思い出だ。

　触れるだけのキスを解き、見つめ合ったまま友貴が微笑む。

「大学のサークルで絵里をはじめて見たとき、かわいい子だなって思ったんだ」

「え？　かわいい？　私が？」

　唐突にされた告白には驚きしかない。

　特別目立つタイプではなく、地方から上京したての地味な女の子でしかなかったはずなのに。

「いつもニコニコしてて友達の話に楽しそうに頷いて。たまに目が合うと恥ずかしそうにそそくさと逸らす顔がかわいいと思ったんだ」

　そのときの絵里の顔を思い出したのか、友貴がクスッと笑う。

「俺が近づくとサーッと逃げるから余計に気になって仕方がなかった」

「え、だって、友貴はサークル内で絶対的王子様のポジションで、私が近寄れるような人じゃなかったから」

　絶対的王子様ってなにと、友貴がさらに笑う。

　友貴の周りにはいつだって男女問わず人がいて、その輪に入ろうなんて考えもしなかった。華々しい彼は見ているだけでいいと思える、雲の上の人だった。友貴が絵里をそんな目で見ていたなんて知る由もない。

「虎視眈々と狙ってるところに、具合の悪くなった絵里を送っていくチャンスが巡ってきた。この機会を逃すもんかって」

　友貴のような素敵な男性に、陰でそんなふうに思われていたなんて想像もつかない。うれしさで胸がくすぐったくなる。

　友貴の唇が再び絵里に重なり合う。過去の打ち明け話を聞いたせいか、さっきよりも温度の高いキスだった。

　擦り合わせていた唇の隙間から入ってきた友貴の舌はすでに熱を帯びていて、絵里の舌にもそれを伝染させていく。絵里の髪をかき上げるようにして後頭部にあてた手や、腰を引き寄せ背中を意味ありげに動く手が、好きだと伝えているように感じてキスをヒートアップさせた。

　口の中で淫らに交わる舌が水音を立て、狭い空間に響く。べつの観覧車の箱から見えたらどうしようという心配すらする余裕がない。ここがどこかも忘れてしまうような濃厚なキスに、絵里の体は甘く痺れた。

　甘いキスの余韻が、観覧車を降りてからも絵里の心を酔わせる。友貴しか見えなくなっていることに気づきながら、求めるまま友貴にすべてを委ねていいのかどうか、その狭間で激しく揺れ動いていた。

　

　遊園地を後にし、次に友貴が絵里を連れていったのは埠頭だった。真っ白なクルーザーがいくつも停泊し、傾いた太陽の光を浴びて眩しく光る。

　彼が所有しているクルーザーに乗せてもらうために、大学生の頃にもよくここへ連れてきてもらったものだ。

　あの頃は純粋に〝すごい〟と喜んでいたが、今こうして大型クルーザーを目の前にすると尻込みしてしまう。それだけ分別のある大人になったという証拠か。

「久しぶりに絵里と海に出ようかと思って」

　晴れやかに笑う彼は、海風のように爽やかだった。

　友貴に手を取られ、クルーザーの甲板におっかなびっくり乗り込む。ぐらりと揺れ、思わず彼にしがみついたら、友貴はわざと揺らすように体を動かして絵里をからかった。

　黄色いライフジャケットを揃って着込み、エンジンがかけられる。船体がゆっくり旋回して湾に船首が向いた。

　水しぶきを上げた船が徐々にスピードを増し、街がどんどん遠ざかっていく。懐かしい潮風の匂いが操縦室にも届き、胸いっぱいに吸い込む。日が暮れかけた海にはクルーザーが何隻か浮かんでいるが、それを遠目に見ながら湾を出た。

　船を操縦する友貴を見るのが好きだった。海の遥か彼方を見つめる真っすぐな眼差しや、舵を握る腕の逞しさ。あの頃もそんな彼を横から飽きもせず見つめたものだ。

　クルーザーが外房に出た頃、空はオレンジ色に染まり、夕暮れが近いことを絵里たちに知らせていた。

　エンジンが切られ、ふたり揃って甲板に出た。並んでベンチに腰を下ろす。

「少し冷えてきたけど寒くないか？」

「うん、平気」

　ポツポツと灯りはじめた街の明かりが遠くに揺れて幻想的な色を映しだす。昔もこうして同じ景色をふたりで見た記憶が蘇ってきた。

　友貴と並んでクルーザーから見る街を見ていると、離れていた八年間の空白がなかったような錯覚をしてしまう。あれからもずっとふたりは続いていて、あのとき信じて疑わなかった未来にいるのだと。

　久しぶりに訪れた遊園地の観覧車でキスをしたときから、ふたりを隔てていた時間が消え失せ、残ったのは友貴をたまらなく好きだという想いだけだった。

「友貴、ずるいよ」

　絵里の心を簡単に操ってしまうのだから。

「それはずいぶんな言われようだな」

「私だって友貴がずっと……好きだった」

　言えずにいた言葉が素直に口から零れていく。もう心に留めてはおけなかった。

　友貴が御曹司なのはわかっている。絵里とは別世界で生きる人間なのも。でもこれ以上、好きな想いを封じ込めてはおけなかった。

「……絵里」

　俯いて絞り出すように気持ちを告げた絵里を友貴が抱き寄せる。

「こんなふうに過去からやり直すなんてずるい」

　ふたりだけが知っている思い出の場所に来たら、もうべつの道には戻れなくなる。

「絵里が好きだから。あれからずっと絵里だけだったから」

　友貴の手が絵里の頬に触れ、そっと彼の方を向かせる。

「……ずっと？」

　ゆらゆらと揺れる瞳で聞き返した絵里に友貴は頷いた。

（この八年間、私だけを想っていてくれていたの……？　私と同じように友貴も？）

　想像とは違う告白に胸が打ち震える。

「だから再会したとき、もう一度手に入れてみせるって思った。絶対に」

　最後の囁きが絵里の唇に吐息になってかかる。強い意思を感じさせる言葉なのに途方もなく甘く聞こえて、脳神経が麻痺する感覚だった。

「絵里」

　愛おしげに名前を呼んだ後、友貴から口づけてきた。海風に冷やされていたはずの唇は、ふたりの重なった想いでみるみるうちに熱を上げていく。合わせているだけではすぐに物足らなくなり、友貴の舌が絵里の口腔内を荒らしはじめた。

　ねっとりと動く舌に堪えきれず鼻にかかった吐息が漏れる。届く範囲の場所をすべて舐められ、舌を吸われ、どちらのものともわからない唾液が唇から零れ落ちていく。船に打ちつける波の音とは異質の水音が、ふたりの熱量を一気に上げていくのを感じていた。

「……絵里に触れたい」

　かすれた声が耳を侵す。今のふたりを阻んでいるのは、分厚いライフジャケットだった。抱きしめ合っても、体温も感じられない。

「私も……」

「少しの間だけだから」

　友貴は着ていたライフジャケットを脱ぎ、絵里のバックルも外して脱がせる。身軽になったおかげでふたりの距離がぐんと近づき、改めて抱きしめ合ったら友貴の体温を間近に感じられた。

　キスを交わしつつ、友貴の手が絵里のセーターの中に忍び込む。ひんやりとしたのは最初だけ。すぐに絵里の体温と馴染んだ手が、ウエストラインから背筋にかけて何度か往復する。その指先がどことなくエロティックな動きをするから、塞がれている口から甘い吐息が漏れてしまう。

「……ふ……ぁ……」

　さすがに友貴もこんな場所でそれ以上はしないだろうと思考の片隅で考えながら、夢中になってキスに応えていたら、不意に胸に解放感を覚えた。ブラジャーのホックが外されたのだ。

「ね、待っ……ゆう、き」

　唇を離して訴えたが、その手が背中からするりと前に回る。

「絵里にもっと……触れたい」

「こんなとこじゃダ、……ぁんっ、ぅ……っふ」

　緩んだカップの中に忍び込んだ手が膨らみを大きく包み込んだ瞬間、言葉と裏腹の吐息が漏れた。ゆっくりと円を描くように揉み上げられ、堪えたような息づかいになる。迫りくる快楽から意識を逸らそうとするが、与えられる刺激の気持ちよさに抗えなくなっていく。まだやわらかな蕾の回りを親指でなぞられているうちに、尖端が嫌でも硬くなってきた。

　そこに触れてもらえるのを待っている自分に気づき、恥ずかしさに体をよじったら、友貴の指を誘導する形になってしまった。滑った親指がしこった尖りをかすめる。

「ぁっ……！」

　背筋が反り、かえって胸を明け渡す格好になり、友貴の指がくにくにと捏ねるように動きはじめた。唾液をまぶし、滑りをよくした指先でしごかれたら、ぴくぴくと体は動き、下腹部にじれったさが募っていく。

　左右の胸を交互に刺激され、自分から突き出すようにしてしまう。もはやキスしているどころではなくなり、絵里は友貴の指先に完全に翻弄されていた。ほかのことを考える余地もない。

　絵里の腰を抱いていた手がスカートの裾から忍び込み、ショーツ越しにヒップラインを撫でる。その手もまたいやらしく蠢き、絵里に僅かに残る理性を飛ばしにかかる。

（こんな場所でこれ以上は……！）

　そんな自制も役に立ちやしない。それどころか、さらに刺激をほしがる淫らな自分が、次に下した友貴の命令を容易く受け入れてしまう。

「絵里、そこに立って」

　その目は友貴が普段見せる理知的なものではなく、獣じみた色を宿した蠱惑的なものだった。そんな瞳で言われて拒めるはずもない。

　クルーザーの縁にある手すりに絵里は誘導され、友貴に背を向けて立たされた。

「……どう、するの？」

　なんとなく想像はつくが聞かずにはいられない。

「そんな心配そうな顔はしなくても大丈夫だから」

　友貴は官能的な笑みを浮かべ、振り返った絵里の頬を撫でてその場に両膝を突いた。スカートをまくり上げ、ショーツを露わにする。

「やっ」

　つい腰を引いたら友貴に引き戻され、彼の指がショーツのレースに掛けられた。あっと思った次の瞬間にはストッキングごとショーツを下ろされ、ヒップが剥き出しになる。足の間を通り抜けた夜風がひんやりと冷たい。

「友貴っ、誰かに見られちゃう！」

「こんな海のど真ん中に誰がいる？　もしもクルーザーがそばを通っても、縁の影になって見えない」

「だけどっ」

「せいぜい見られるとしたら飛行機か」

　空を指差した友貴につられて見上げたら、ちょうど飛行機が一機、アメリカ方面に向かって飛んでいた。

　高度が何万メートルか知らないが、さすがにその距離では見えないだろう。……いや、見えないと思いたい。双眼鏡でも使って下を覗き込まない限り無理だ。

「それに濡らしちゃったら、次に穿くときに気持ちが悪いだろう。……って遅かったか」

　その言葉を理解するのに時間は不要。すでに絵里の秘園はしっとりと湿気を帯び、ショーツに卑猥な染みを作っていたのだ。しかも脱がせると同時に透明の糸が細く引くほどに。

　恥ずかしすぎてなにも返せない。

「絵里もしたかった？」

　そう聞かれて〝うん〟とはなかなか言えない。首を横に振ったが「素直じゃないな」と友貴に窘められた。

「……友貴の意地悪」

「そうやって恥ずかしがる絵里はたまらなくかわいいけどね」

　友貴は絵里の腰を引き寄せてお尻を突き出させるようにし、濡れたそこに顔を埋めた。

「やぁぁっ！　ん、ぁっ……」

　潮風に冷やされた蜜口を肉厚の舌で舐め上げられたらひとたまりもない。あたたかさと相まって、気持ちよさが半端ではないのだ。悩ましい声が出て、咄嗟に口を手で覆う。

　友貴の舌は、絵里の恥ずかしさなどお構いなしに溢れる蜜汁をじゅるじゅると音を立てる。吸い尽くされてしまうのではないかと思うほどの勢いだったが、絵里の蜜はそれにも勝り、後から後から際限なく溢れてきた。

　襞をかきわけ濡れそぼった蜜口に堅くした舌を差し込まれ、中を刺激されればさらに嬌声は高まる。手で口を押さえるのにも限界があった。

「我慢なんてするな。誰にも聞かれやしない」

「……だ、って……ぁっ、友貴に聞かれ……ちゃ、う……んんっあぁっ……」

　ほかの誰でもなく、友貴にあまりにも乱れた声を聞かせるのにはためらいがある。こんな場所でしているから興奮しているのだと、淫らな女だと思われたくない。

　昔ももちろん体の関係はあったが、屋外セックスの経験はない。

「俺はもっと絵里のかわいい声を聞きたいけど？」

「いやらしい女だって……っふ……思わ、ない？」

「いやらしい女？　それでいいじゃないか。俺に乱されてよがってる姿は最高にそそる。ほら、もっと俺に見せて。絵里のいやらしい姿も声も」

　そう言った友貴の舌が、もっとも敏感な部分に容赦なく襲いかかった。

「やあああっ……！」

　びくんびくんと震え、腰が軽く跳ねる。淫芽をひと舐めされただけで達してしまった。

「イッちゃった？」

「友貴が悪いんだから」

　つい彼のせいにしたくなる。友貴にもっと見せてと言われ、理性のタガが外れたせいもあるだろう。

「ほんとに感じやすいな。かわいくてたまらない。今、もっとよくしてやるから」

　手すりにしがみつき、余韻が引くのを待つ間もなく、快感に震える小さな芽に吸いついた。唇で軽く挟んでは舌で転がし、みるみるうちに膨らんでいく。

　友貴の指で軽く剥いて顔を出したのは、真珠のように艶めく朱い珠だった。

　剥き出しにしたその珠を前後左右に転がしては、舌でチロチロとねぶる。

「あっ、あ、ぁ……やぁん、うぅ……」

　またすぐに次の波がやって来たかと思えば、あっさりと絵里をさらっていく。

「も、う……ダメっ……イッちゃ、う……ゆう、きっ……ん、ぁあああああ！」

　ガクガクと膝が震え、背中がのけ反る。二度目の絶頂を迎えている最中、ヒクつく蜜口に友貴は指を突き立てた。

「ぁ、待っ……あぁっ」

「中に引きずり込まれそうだ。絵里の中、すごい」

　侵入してきた指を逃すまいと、襞が蠢くのは自分でも感じた。

　手加減のない愛撫に絵里は身悶える以外になす術はなく、腰をくねらせるばかり。中を掻き回され、奥にある弱い部分をこすられ、指の抽送が絵里から自制心をどんどん奪っていく。

　濡れに濡れた蜜窟からは芳醇な香りを放つ粘度のある蜜がとめどなく溢れ、腿を伝って垂れていた。

　何度も訪れる絶頂に体を震わせ、声を枯らせ、絵里は手すりにしなだれかかり、かろうじて立っているような状態だ。

　友貴は穿いているトラウザーズの前を寛がせ、いよいよそこから自身の逸物を取り出した。右手で軽くしごいた屹立の先は、薄っすらと光っている。淫猥なのにどこか神聖なものにも見えた。

　ポケットから取り出した薄い皮膜を装着し、うしろを向いたままの絵里の膣口にあてがい前後に揺らす。ぬちゃっという粘着音が響き、そこがいかに濡れているのかを思い知らされた。

「……ん」

　熱い高ぶりの感触だけでたまらなくなって吐息が漏れる。早く迎え入れたくて秘園がきゅうっと窄まるのを感じた。

「挿れるよ」

　ひと言断ってから、引き寄せる友貴の手の力強さだけで切なくなるのはなんなのか。待ちかねた熱棒は思った以上に硬く大きい。期待にひくつく隘路を押し広げながら突き進み、途方もない質量を持った肉杭がピタリと嵌ったときにはお腹の奥が強烈に痺れた。

「あ……ん、んんっ……」

「痛いか？」

　そうじゃない。真逆だ。

「……気持ち、いい……の、ぁっ……」

「そんなこと言われたらめちゃくちゃにしたくなる」

　友貴にならそうされてもいい。むしろそうされたいと願うほど彼への想いは大きく、強くなっていた。

「動くぞ」

　友貴が少しずつ腰を揺らしはじめると、甘やかな刺激が下腹部から全身にさざ波のように広がっていく。

　正常位とは違う角度にあたり、それがたまらずに腰を振ってしまう。なんて淫らなのかと頭で考えても、そこから与えられる刺激は途方もない快楽で塗り替えていく。

「ああ、絵里……すごく、締まって……く……っ」

　それまでゆっくりだった抽送が急速にテンポをあげる。結合部からはほとばしるほどの蜜が零れ、絵里の腿を再びはしたなく垂れていく。

「あっ……ぁん……うぅ……っ」

　ひと突きごとに子宮はおろか全身をうしろから押し上げられ、その激しい振動は絵里がしがみついている手すりからクルーザーに伝わり、波がちゃぷんちゃぷんとぶつかっては弾ける。

　その音に混ざり、絵里の切ない嬌声が波のしじまに飲まれていく。気が遠くなりそうなほど喘ぎ、腰をうねらせる。

「っは……く……ふっ、絵里……もう二度と、離さない……から、なっ」

　猛烈な勢いで鉄杭を絵里に打ち込む友貴が悩ましげに囁いた。

「……は、な……いで……」

　〝離さないで〟という言葉すら上手に紡げない絵里の口からは、性に狂った動物じみた声しか漏れない。絶え間なく噴き出す蜜がお互いの密着度合いを高め、絵里を限界の淵へと追いやる。

「離れないと……誓えっ、絵里……俺を好きだと、言え……っく」

　強引なのに底なしに甘い言葉が、ふたりを取り巻くものすべてを振り払った。

「す、き……っ、友貴がっ好き……なのっ」

　意のままに想いを吐き出す幸福感が満ちていく。どうしようもないほど愛しくて、頭がおかしくなる。

「別れてからも……ずっと友貴だけ、だった、の……ぁっ」

「知ってる」

「え？　……だって……」

　再会後に初めて体を重ねたとき、『そんな男の影は俺が消し去ってやる』と言っていなかったか。

「絵里のことは全部リサーチ済みだ。……だから、絵里のここは……っく……昔も今も俺だけのもの」

　腰の動きが激しさを増す。

　絵里を取り戻すべくして手を尽くした友貴の行動を思い知り、体がさらに熱くなっていく。

「やっ……も、……ダメっ、ぁ、ああああ！」

　総毛立つ感覚とともにビクンと跳ねた腰が細かい痙攣を起こす。背中が弓なりになり、絶頂の長い余韻に全身がわなないた。

　その場に崩れ落ちそうになる手前で友貴が抱き留めるが、足がふらついて立ってもいられない。

　繋がりが解け、友貴のものがぬるんと抜ける。しかしその逸物は未だ天を向いて反り立っている。まだ放熱を終えていないのだから当然だ。

　友貴は絵里を抱きかかえるようにして客室に入り、ソファに腰を下ろして絵里の体を自分と向かい合わせた。

「そのままおいで」

「……え、どうしたら……いいの？」

　手を引き、まだ呼吸の整わない絵里を自分の膝の上にまたぐよう誘導する。

　言われるまま足を開き、彼の上に腰を沈めていく。滾って震える友貴の屹立を捕らえ、再びずぶずぶと絵里の中に飲み込み、容易く元の位置まで戻った。

「ふ、ぁ……」

　通り過ぎていったはずの悦楽はまだそこに留まり、絵里をもう一度無上の悦びへと駆り立てていく。

「絵里が動いてごらん」

　彼の上に膝立ちになった絵里は、言われるままに腰を上下に動かしはじめた。何度も達しているせいか、剥き出しになった神経が敏感になっているのかもしれない。たちまち快感の渦に飲まれ、絵里から新たな蜜汁が放出されていく。

「あぁっ……う、……ふぅ……」

　こんなにも感じていいのかという不安は、友貴の「すごくいい」という言葉に塗り替えられた。

　絵里の動きで足りない分は友貴が腰を動かすことで補足し、彼が突き上げるタイミングと絵里が腰を沈めるのが重なるときの深い挿入感が得も言われぬ快感を生み出す。友貴の切っ先が最奥を穿ち、絵里のまだ知らない部分が開発されていく感覚だ。

　ふたりの振動が大きなクルーザーもゆらゆらと揺らす。

　友貴は絵里のセーターをインナーごと持ち上げ、そこでたわわに揺れる白い乳房に色づく蕾をむさぼるように口に含んだ。

「ああっ！　ゆう……き、……んぁっぁあ……っ」

　胸を突き出し、まるで自分からもっととねだっているようだ。そんな自分の姿に絵里自身が興奮して、友貴の髪をくしゃくしゃにして掻き抱く。

　冷静にときを刻んでいる世界から自分たちだけ切り離され、どろどろに蕩けた淫靡な世界へと堕ちていく……。そしてそれはなによりも幸福で、このままその世界に留まっていたいと思わせるほど。

　今にも気が遠くなりかけていた絵里の視界が不意にぐるんと切り替わった。友貴がソファに押し倒したのだ。対面では彼の動きが制限され、もどかしかったのだろうか。

　膝裏に手を差し入れ、友貴がぐんと奥を突く。子宮にまで達するほどの刺激に目眩を起こしそうになった。

　自由を手に入れ、友貴の律動がさらに激しさを増していく。

「ああっ、や、……ダメ……んん、う……あ、あ、あ……」

　もはや言葉にすらならない。首を横に振って髪を振り乱し、性と性をぶつけ合う。

　快感の渦に揺蕩う中で見た友貴の顔が、これまで見たどの表情よりも野性味を感じ、官能的な眼差しで見つめられただけで達しそうになる。膣奥が窄まり、きゅうきゅうと彼自身を締め上げた。

「っく……はっ……絵里っ、締めすぎ、だっ……くはぁっ」

「だって……友貴がっ……んん……ぁああああ」

　これ以上は壊れてしまう。

「もう……体がおかしく……なっちゃ、うからぁ」

「それでいい……っふ、く……おかしくなれ、絵里」

　なんて無責任な。そう思うが、愛しさと快楽には敵わない。

　限界。

　そう悟った絵里の体は、最後にすべてを感じ尽くそうとしてうねり、感極まった嗚咽のような嬌声をあげて乱れまくった。

「うっ……く、絵里……あぁ、絵里っ……！」

　ぶるんと胴震いをした友貴が最後にぐっと絵里に切っ先をねじ込む。同時に絵里の体も激しく跳ね、ふたり揃って果てを迎えた。荒ぶる呼吸が重なり、友貴の腕が絵里を強く抱きしめる。

「……離さない」

　うわ言のように呟いた友貴のぬくもりは、淫猥な時間を過ごしたとは思えないほど優しくて心地がよかった。






第三章　ふたりの未来のために








　絵里を失ってからの友貴の八年間は、ただひたすら仕事に明け暮れる毎日だった。

　父親の経営する倉持建設にほかの新入社員と同じ扱いで入社し、営業から経理、設計や海外事業にいたる様々な部署を渡り歩き、将来トップに立つべくスキルを身に着けることに必死の日々である。

　それは絵里を忘れるためではなく、絵里を再びこの手に取り戻すための手段にほかならない。すべては現社長の父親である倉持元げん助すけに認めてもらうためだった。

　結婚相手には倉持建設にとって有益な女性を選ぶよう、友貴は物心がつく頃から元助に言われて育った。その教えに逆らう気はなく、もとより結婚自体に夢をもっておらず、そういうものだと思っていた。冷めた夫婦仲の両親を見て育ったせいもあるのかもしれない。元助自身もメインバンクである頭取の娘と婚姻関係を結んでいたため、それが当然の流れだったのだ。

　恋愛に関してもそう。本気になるだけ無駄だと、どこか冷めていた。

　それが変わりはじめたのは、絵里と出会ってからだった。

　友人に誘われ友貴が所属していたテーマパーク研究会は、四月を迎えて新一年生の勧誘でにわかに賑やかになった。やけに親しげに『倉持さんがいるから入会しました』と熱烈にアピールしてくる一年生たちの中に、明らかに雰囲気の違う女の子がいた。

　まだなんの色にも染まっていない、楚々とした黒髪の美少女。そんな形容がぴったりの絵里は、距離感も掴めないほかの女子のように友貴に近づいたり媚を売ったりするような真似をいっさいしなかった。友貴の周りに集まる人間をいつも遠巻きにし、友貴とはいっさい関わろうとしないのだ。

　よほど自分に興味がないか、友貴のような男を毛嫌いしているかのどちらかだろうか。

　友貴も天邪鬼な性質で、そんな態度をされると逆に気になって仕方がなくなっていく。なぜ目も合わせようとしないのか。どうして挨拶だけでそそくさと逃げるのか。それを考えているうちに今度は、どうしたら目を合わせられるだろうか、なにか共通の話題はないだろうかと、気づけば絵里のことだけを目で追っている自分に気がついた。

　無理をして目を合わせれば、逃げるように外され、スイーツで釣ろうと高級パティスリーのチョコレートを渡そうとしたら、虫歯の治療中で食べられませんと断られる。後で彼女の友人に聞いてみれば、生まれてこのかた虫歯など一本もないと言うではないか。

　そのくせほかのサークルの男子には普通に接し、笑顔だって向けるのだから、友貴の執着心を一気に燃え上がらせた。

　どうしてもほしい。あの笑顔を自分だけのものにしたい。

　いつしかそう強く思うようになった。

　もしかしたら絵里は恋愛のプロフェッショナルなのではないか。友貴のようなタイプは興味のないふりをすれば、それだけ燃え上がると見越して、そんな態度をとるのでは。

　そう勘繰りたくなるほど、完全に絵里に心を奪われていた。

　転機はサークルのみんなで行った遊園地。途中で気分の悪くなった絵里を送っていく役目に、いの一番に立候補した。ほかにも何人かの男が手を挙げたが、それらを跳ねのけ、絵里をエスコートする。

　普段の彼女だったら大丈夫ですと言って、友貴を拒絶していただろう。体調の悪さでそれどころでなかったのが幸いした。

　その後は、それまでの手ごたえのなさはなんだったのかと首を捻りたくなるほど絵里との距離が急速に縮まった。テーマパーク研究会などというサークルに所属していながら、お互いに絶叫系マシーンが苦手だと知り、さらに観覧車好きという子どもじみた趣向も同じ。

　彼女の気持ちが自分に少しでもなびけば気が済むかと高をくくっていたが、馬鹿がつくほど真面目で、寂しがりやの彼女にどんどん惹かれていった。

　アメリカに留学中の絵里から別れを告げられたのは、父・元助に彼女との結婚を認めてもらおうと躍起になっていたときだった。

　今すぐ彼女の元に飛び、結論を速まるなと説得しようと考えたが……。今目の前にある仕事を放り出せば、倉持建設にとって有益な令嬢との結婚を進めたい元助の思うつぼ。涙を飲み、ぐっと堪えた。

　絵里が別れを切り出したのは、おそらく会えない寂しさに耐え兼ねたからだったのだろう。それはわかっていたが、そのときの友貴には仕事を選ぶ以外になかった。スマートフォンを解約して絵里との唯一の繋がりを断つことで、逃げ場をなくし自分を奮い立たせた。いつか必ず、また手に入れてみせると。

　それからはさらに仕事に没頭し、寝食すら忘れて体を壊しかけたこともある。それもひとえに絵里との未来を掴み取るため。苦しいなどと言っている暇はなかった。

　元助から後継者として仕事を評価され、自由な結婚を許されたのは、グループ傘下のハウジング会社でブロックチェーン技術を使ったプラットフォーム作りのプロジェクトを立ち上げ、軌道に乗せたときだった。

　これでいよいよ絵里を取り戻せる。

　腕がいいと評判の興信所を使い、絵里の捜索を開始した頃、そのプラットフォームのさらなる拡散狙いでミキホームというハウスメーカーの買収に乗りだした。様々な情報を仕入れているうちに見つけたのは、社員リストに並ぶ絵里の名前。単なる同姓同名の可能性もあると考えたが、その直後に興信所の捜索結果を手にし、絵里本人だと断定できた。これを運命と言わずしてなんと言う。

　必ず絵里を手もとに。

　そう固く誓った友貴は、八年の歳月をかけてようやく絵里を取り戻したのだ。

　

　過去を遡りながら絵里の心をもう一度自分に向かせた翌週の月曜日、友貴は執務机に座り、絵里の報告を聞いていた。

「二週間後に執り行われる、年商二兆円を記念した式典の案内が倉持建設から届いております」

　絵里がＡ４サイズの用紙を友貴の前に滑らせる。

　倉持建設グループが連結で年商二兆円を達成したのは三ヶ月ほど前。それを記念したパーティーが開かれる予定になっている。年商の規模だけに、取引先を招いた大きなものだ。倉持建設という威光を知らしめる大切な機会でもある。

「スケジュールにも登録してありますが、こちらの案内ものちほどよくご確認くださいませ」

「了解」

　恋人の顔を隠し、絵里は至極真面目な様子で先を続ける。

「それからこの後のシステム開発部長との打ち合わせですが、あいにくミーティングルームがすべて押さえられているため、こちらの部屋でお願いしたく存じます」

「こっちも急だったから仕方がないだろう。問題ない。しかし彼をどう説得したものか」

　ブロックチェーンを使ったプラットフォームへの導入をただひとり反対しているのが、システム開発部の部長だ。セキュリティがどうだの、自社のシステムとの連携がどうだのと、頭から否定してかかる。

　取締役やそのほかの上層部たちが賛成していれば、無理に推し進めるのも可能だが、それは友貴のポリシーに反する。ただひとりでも反対意見があれば、そこから綻びが生まれるもの。全員一致の一枚岩で進めるのがなによりの成功の秘訣だ。

「意外ですね。社長なら説得はお手の物かと思いましたが」

　一瞬嫌味かと勘繰る。再会した絵里を口説き落としたことを暗に含めているのではないかと思ったのだ。

「俺だって手こずることはあるけどね」

　友貴の方も、それが絵里だったと含ませた。

　絵里もそれに気づいたのか、ふっと軽く笑みを漏らし、だがしかしすぐ真顔に戻る。

「あの部長でしたら、こうしてはどうでしょう」

　絵里が彼の攻略方法を友貴に伝授する。

　長年ミキホームで社長秘書を務めてきた絵里は、社内の事情にも当然ながら精通している。上層部の人間たちの性格はもちろん、弱点なども知り尽くしているのだろう。

　それは優秀な観察眼あってのもの。秘書業務をこなすうえでも重要な能力だ。絵里にはそれが十分に備わっている。

「なるほど。了解。キミの言うように持ちかけてみよう。ところで絵里」

「社長、ここは会社ですから福原とお呼びください」

　彼女の目がキッと険しくなる。恋人だと悟られる仕草をここで持ち出すなと言いたいらしい。そういったオンオフができるところも魅力のひとつだ。

　友貴は肩をすくめ、おどけた表情で誤魔化した。

「それじゃビジネスライクにいくぞ。今週の土曜日の午後一時、予定を開けておいてくれ。それから泊まる準備も忘れないように」

「出張、ですか？」

「そう。出張先は倉持友貴のマンション」

「出張とは違うじゃないですか」

　絵里が途端に破顔する。

「優秀な秘書にお小言を言われたからな」

「お小言じゃありません」

　軽く尖らせた唇に今すぐキスをしたいと言ったら、絵里はどんな顔をするだろうか。怒るか照れるか。どちらにしても魅力的なことに変わりはない。

「気が乗らないというのなら改めるけど」

「そうじゃないのくらいわかってるくせに……。友貴の意地悪」

「ここは会社だよ、福原さん」

　ククッと堪えたような笑いを友貴が零す。

　絵里はどこか口惜しそうな表情で友貴を見つめた。

「冗談はさておき、キミを連れていきたい場所があるんだ」

　過去ばかり向いていた友貴たちだが、この先はふたりの未来のために。

「承知いたしました」

　絵里は馬鹿丁寧に頭を下げ、腕時計を確認して「そろそろですね」とシステム開発部長を迎え入れる準備に入った。

　ほどなくして社長室へシステム開発部長の吉よし木きがやって来た。三十代後半の吉木は、大手のＩＴ企業でシステム開発を経験してきた腕の確かな男だという。そのせいか自信家なところがあり、絵里によると、少しでも蔑ろにされたと感じるとへそを曲げるところがある。

　いきなりやって来た社長の友貴は年下ということもあり、余計におもしろくないのだろう。それが、自分の管轄するシステム関係だからなおさら。

「吉木部長、早速ですが、ブロックチェーンを使ったプラットフォームについてお話させていただけないでしょうか」

「べつに私が反対していたって、進められるプロジェクトじゃないですか」

　つまり、友貴主導で動くのだから、配下の吉木は関係ないと言いたいらしい。いじけている証拠だ。

「いいえ、吉木部長の承諾なくして、今回の話を進めるわけにはまいりません。なにしろミキホームのシステムを統括しているトップなのですから。いくら私が社長でも、そのトップの意見を曲げてまで推し進めるわけにはいきません」

　ここへ入室したときに不快感の塊だった吉木の表情が、友貴の言葉に和らぐ。

　絵里のアドバイスに従い、とにかく吉木は大事な人材だとアピールするのが正攻法だ。陥落まで後もう少し。

「吉木部長が懸念しているセキュリティについてですが、もちろんブロックチェーンは万能ではなく情報漏洩などのリスクがゼロとは言いきれません。ですが、吉木部長の緻密な管理の下で動かせば、なんら恐れることはないと私は考えているのです」

　吉木の眉が揃って上がり下がりする。まんざらでもないといった顔だ。

「……私の管理下なら大丈夫だと？」

「はい。確かな腕を持った方だと聞き及んでおります。システム開発や運用について、他社でも右に出る者はいないと」

　友貴はさらにもうひと押しした。

　吉木は背筋を伸ばして咳払いをする。

「そこまで言われたら、私も動かざるを得ませんね」

「ご協力いただけますか」

「倉持社長直々に言われたら断る理由はありませんから」

　そこでようやく吉木から笑顔が零れた。

「吉木部長にご了承をいただければ、もう後は怖いものはありませんね。ブロックチェーンにとって鬼に金棒です」

　ハハハという吉木の高らかな笑い声が社長室に響いた。

　友貴は部屋の隅で控えている絵里にこっそり目配せをし、目で頷き合った。

　

＊＊＊

　

　絵里にとって、信じられないくらいに幸せな気分で過ごした一週間だった。

　お互いにずっと想い合っていたことをたしかめ合い、思い出のクルーザーで溺れるようにして肌を重ねたのは先週末の土曜日。その後は友貴のマンションに連れ去られ、そこでも飽きることなく朝まで濃密な時間を過ごした。

　これまでの空白を埋めるには足らなくて、翌日の日曜日もほぼ一日ベッドで裸のまま。離れがたく、ぴったりと体を寄せ合っていた。

　月曜日に現実に戻れるのか不安になるほど怠惰で、でもこの上なく幸せを噛みしめた。

　友貴が好き。

　そのひと言に尽きる。その先にある結婚を考えないといったら嘘になる。でも今は、友貴のそばにまたいられるという幸せを噛みしめた。

　その週の土曜日。絵里は同じように迎えにきた友貴の車に乗り込んだ。手には彼に言われたようにお泊まりセットの入ったバッグも持っている。

「どこへ行くの？」

「さてどこでしょう」

　絵里の質問に友貴はなぜかうれしそうに笑う。

「もったいぶらないで教えて。またどこか思い出の場所？」

「過去じゃなく、ふたりの未来」

「ふたりの……未来？」

　そう言われてもまったくわからない。

　ポカンとする絵里の頭を友貴がくしゃっと撫でる。

「いいところだから心配いらない」

「いかがわしいところ、じゃなくて？」

　ジョークのつもりで言ったら、友貴は助手席の絵里の頭を引き寄せ、

「絵里がそっちをお望みなら、その後にいくらだって」

　いたずらっぽく囁いた。

　

　車に揺られること三十分。コインパーキングに駐車し、友貴に手を引かれてやって来たのは、一階がガラス張りになった真っ白な建物だった。

　ショーウィンドウに並ぶものを見て、絵里が足を止める。歩き続ける友貴と手を繋いでいたため、腕がピンと伸びた。

「どうしてこんなところに……？」

　そこには建物同様に真っ白で光り輝くウエディングドレスが飾られていたのだ。絵里たちは恋人同士には戻ったかもしれないが、そこを訪れるような間柄ではない。

「これが、俺たちの未来への第一歩」

　友貴は絵里に一歩近づき、困ったように髪をかき上げた。

（未来への、第一歩？）

　ポカンとする絵里に友貴が続ける。

「結婚だよ」

「……本気なの？」

「嘘をついてどうするんだ」

「だって……」

　ようやく恋人に戻れたばかり。その次のステージがあるなんて考えもしない。それだけは絶対に無理だと自分を戒めていたから。

「絵里、結婚しよう」

　ブライダルサロンの真ん前。歩道のど真ん中。プロポーズに適した場所かといったら、そうではないだろう。道行く人たちが珍しいものでも見るような目をして通り過ぎていく。

　不意に彼と出会った大学時代からこれまでの十年間が走馬灯のように蘇った。

　はじめて見かけたときの眩いほどの友貴の姿、デートで訪れた遊園地でのファーストキス、絵里が別れを告げたときの彼の声、再会したときの自信に満ち溢れた凛々しい顔。どれもかけがえのない瞬間で、この先に続く未来への布石のようなものだった。

　肝心なのはプロポーズの場所ではない。友貴の心だ。

「……はい」

　頷いた瞬間、頬を友貴の唇がかすめ、

「ありがとう、絵里」

　友貴は絵里の手を引いてサロンのドアをくぐった。

「いらっしゃいませ」

　ひとりのスタッフがすかさずふたりのもとへやって来る。黒いスーツに身を包み、髪をきっちりとおだんごにまとめた清潔感のある女性だ。

　店内には数組の男女がカウンターに座り、打ち合わせの最中だった。外観同様に白を基調にした内装は清潔感があり、ところどころに飾られたフラワーアレンジメントが華やか。どことなく幸せオーラに満ちているのはブライダルサロンならではなのか。

「倉持です」

　友貴が名乗ると、お待ちしておりましたと彼女がにこやかな笑みを浮かべる。場当たり的に絵里を連れてきたわけではなく、きちんと予約をしていたようだ。

　絵里との将来を真剣に考えてくれていたのだと知り、胸が熱くなる。かすんで見えもしなかった結婚が、いきなりはっきりとした輪郭で絵里の前に姿を現した。

「本日はドレスをご覧になりたいと承っておりますが」

「ええ。そうなんです。彼女に合うものをいろいろと見せてください」

「では、早速こちらへどうぞ。私どものサロンでは、有名ブランドのドレスを各種扱っておりますので、きっとお気に入りのものが見つかると思います」

　須す藤どうと名乗ったスタッフに、螺旋階段を上がり二階へ案内される。真っ白い両開きのドアを抜けると、広い部屋にウエディングドレスはもちろんカラードレスも白無垢や打ち掛けもあり、キラキラと煌めいて見えた。

「すごい……」

　思わずそんな言葉が漏れてしまうほど圧巻の光景だ。まるでゴージャスな花畑の中にでもいるよう。絵里はふわりと舞う蝶のように体を弾ませた。

「なんか癪だな。俺がプロポーズしたときよりうれしそうじゃないか」

　目を輝かせる絵里を見て、友貴はいたずらっぽい顔をして不服を申し立てる。

「そんなことないってば」

　慌てて否定する。

「ドレスと友貴は別問題なの」

「女性にとってドレスは憧れですものね」

　そばに控えていた須藤がふふふと笑う。

　そうなのだ。絵里だってお姫様に憧れる気持ちはある。その象徴であるドレスをこんなに早く着られるなんて夢のようだ。

「まあいいけど。とにかく見てみよう」

　友貴の言葉に「うん！」と元気よく頷き、須藤に先導されてウエディングドレスコーナーへ向かった。

　ひと口にウエディングドレスといっても、オフホワイトやエクリュベージュなどもあり純白だけではないようだ。デザインもいろいろあり、目移りしてどれがいいのかわからなくなる。

「どれでも好きなものを着てみたらいい」

　友貴はそう言うが、強いて言うなら〝全部好き〟になる。冗談抜きでどれも素敵で、これというものを決められない。

　ひとまず端から手に取り、鏡の前で合わせて悩んでいたら、友貴がいくつかのドレスを手にしてきた。

「これなんてどう？」

　繊細なレースを施されたマーメイドラインのドレスだ。大人っぽくて素敵なデザインについ見惚れる。

「そちらは最近とても人気のあるイッケイ・ナナセデザインです。ジャパニーズシルクを使った、とても希少価値の高いドレスになります」

　須藤が満面の笑みで勧める。

「ジャパニーズシルク……。そんなシルクがあるんですね」

「着物として使われることが多いんですけど、あえてそれを使って繊細なイメージが表現されていて、どれも素敵なデザインですよ」

　その説明の通り、レースなどで気品を演出しながらも、腰のあたりにあしらわれたリボンや胸もとのカッティングにかわいらしさもある。

「さすが新郎様です。新婦様にぴったりのものをお選びになられますね」

　微笑ましいものを見るかのように須藤の顔が綻んだ。

「それじゃ、それを着てみてもいいですか？」

「もちろんです。では新婦様だけこちらへ」

　すぐにフィッティングルームに案内され、スタッフとふたりきりになる。仕切りのカーテンを閉めるときに見えた友貴の顔が、心なしか不服そうなのはなぜか。

（どうしたのかな……？）

「では、お洋服を脱いでいただいてもよろしいでしょうか」

「あ、はい」

　友貴が気になりながらも上着を脱ぎ、下着姿に恥ずかしがる隙もなくドレスを着させられていく。花嫁になるのはまだまだ先の話。それなのに脇のファスナーが上がるにつれ気分が華やぐ。

「わあ、素敵……」

　胸もとにあしらわれた繊細なレースが首まで覆い、高貴な印象がある。ウエストからヒップにかけてボディラインが美しく見え、大きなリボンがキュートさも兼ね備えていた。

　ウエディングドレスのマジックだろう。着ただけなのに自分がかわいく見えるようになるから不思議だ。

「とてもよくお似合いです」

　スタッフはため息まじりだった。お決まりの褒め言葉だろうが、まんざらでもない。

「これで少しは、友貴の隣に立っても見劣りしすぎないで済むかな……」

　相応しいラインには届かなくても、今よりは見映えが良くなるだろう。

　ひとり言のつもりで呟いたら、

「なにをおっしゃいますか！　とっても素敵な新郎様ですが、新婦様もお綺麗です。見劣りなんて全然そんな」

　スタッフが全身全霊をかける勢いで否定する。それもまたセールストークのひとつとは思うが、他人からそう言ってもらえるのは心強い。

「ありがとうございます」

「では新郎様にも見ていただきましょう」

　スタッフは長い裾を払いながら絵里をフィッティングルームから出した。

「倉持様」

　ほかのドレスを物色していた友貴が振り返る。手にしていたドレスのハンガーを持ったまま、友貴は目を見張るようにしたまま固まってしまった。

　言葉も出ないくらいに似合っていないのかと、たちまち不安になる。

「……おかしい、かな」

　よく考えてみたら、希少価値の高いジャパニーズシルクを使っているうえ有名デザイナーのドレスでは、絵里に着こなせなくて当然だ。うっかりのせられて、かわいく見えるなんて自画自賛してしまった。自惚れもいいところだ。

「脱いでくるね」

　ぱっと身を翻したそのとき、大股で近づいてきた友貴にむんずと手を掴まれた。

「待て」

「似合ってないみたいだから、ほかのドレスに」

「違う。そうじゃない」

　少しだけ慌てたように友貴が引き留める。

「綺麗すぎて言葉が出なかっただけだ」

　そう言った途端、須藤の方が先に「まあ！」と反応したものだから、絵里がなにも返せなくなる。ただ顔だけは異様に熱く、真っ赤になっているのがわかるため鏡の方を向くのが怖い。

「じゃあこれにしようかな」

「まだ一着しか着てないだろう。もっとあれこれ着てみた方がいいんじゃないのか？」

　これだけたくさんのドレス。どうせならほかのも着て、プリンセス気分を味わいたいとは思うが。

「時間がかかっちゃうから……」

　待つだけの友貴に申し訳ない。

「そんなの気にするな。今日はそのためにここに来たんだ。納得いくまでいろいろ悩むといい」

　クスンと鼻を鳴らし、友貴が少し困ったように笑う。

「絵里を逃がさないためだっていうのを忘れるなよ？」

　最後に冗談交じりに付け加え、絵里の頬を指先でくすぐった。

　心までむず痒くなり、顔の表情筋がだらしなくなる。こんなに幸せでいいのだろうかと、逆に怖い。

「……じゃあそうしてみようかな」

　絵里がはにかんだら、友貴もうれしそうに笑った。

　

　ブライダルサロンを出たのは、街にネオンが灯りはじめた頃だった。思いのほか長い滞在で、気づけばという感覚だ。

　ウエディングドレス選びがこんなにも楽しいものだとは思いもせず、友貴と須藤に勧められるままに絵里は着せ替え人形状態。最終的に選んだのは、友貴が最初に絵里に差し出したドレスだった。

　フレンチレストランで夕食をとったふたりは、当初の予定通り友貴のマンションへ帰ってきた。

　プロポーズ記念日と称して、パティスリーでケーキも購入した。キッチンでコーヒーの準備をする友貴の隣で、絵里は箱からイチゴタルトをふたつ皿に取り出す。

「ここのイチゴタルト、すごくおいしいの。友貴は食べたことある？」

　店に入るなりほかのケーキに目もくれず、友貴の希望もろくに聞かず買ってしまったが。

「あそこの店には、あまりいい思い出がない」

「え？　なにかあったの？」

　スイーツを眺めているだけでも幸せな気分になれるパティスリーで、どんな嫌な思いをしたのだろう。

　絵里が小首を傾げて隣に立つ友貴を見上げたら、湿気を含んだ眼差しを向けられた。

（……え？　どうしたの？）

　なぜだかわからないが、絵里が悪いと言っているような目だ。

「大学生のとき、どこかの誰かさんにあの店のチョコレートはいらないと突き返されたからね」

「どこかの誰かさん？」

「絵里だよ」

「えっ？　私!?」

　まさか自分とは思いもせず声が裏返る。

「虫歯の治療中だとかなんとか。しかもそれは嘘だったようだし？」

　絵里の記憶の引き出しから、あるやり取りがひょっこりと顔を覗かせた。

「あっ……」

　忘れていた記憶がふっと蘇る。学食でひとりランチをしていたら、突然友貴が話しかけてきたのだ。『このチョコあげる』といきなり差し出され、頭の中は大パニック。憧れの友貴に話しかけられた驚きと恐れ多さに、ついうっかり『虫歯の治療中なんです』と返してしまった。虫歯なんて、生まれてこの方一本もないというのに。

　遠くから見ているだけだった王子様的存在の友貴からなにかをもらうなんて、とんでもないと手を出せなかった。彼が立ち去った後に盛大に落ち込んだものだ。

「思い出したって顔だな」

「あのときはテンパっちゃって」

　未だに友貴がそれを覚えているとは。

「俺がどれだけショックだったか」

「ごめんなさい」

　ツンと額を小突かれ素直に謝る。

「そのケーキを絵里が俺に食べさせてくれたら許してやる」

「え？」

　さっきまでの落ち込んだような様子はどこへやら。友貴が「ほら」といたずらっぽい目をして自分の口を指差す。

　なんで？と思いつつ、友貴に甘えられるのは何気にうれしい。

「じゃあ、はい、どうぞ」

　ソファに座ってゆっくりとも思ったが、その場でタルトをフォークに乗せ、友貴の口もとに持っていく。誰かに見られているわけでもないが、やはり照れくさい。

「うまいな」

「でしょ？」

　タルトを頬張った友貴が目を丸くするから、つい自分の手柄のような気持ちになる。

「でも俺は、こっちの方がいいかな」

　友貴が不意打ちでキスをした。タルトの甘い匂いがふわっと香ると同時に腰を引き寄せられ、唇を食まれる。

「――んっ、友……まっ……て、っ……」

　咄嗟に胸を押したが、それで解放する友貴ではない。

「待たないよ」

　優しく擦り合わせ、チュッチュッと音を立てて啄む。これでは唇を割られるのは時間の問題。

「私まだ……食べ、て……のに……んっ」

　タルトを食べたいと訴えるが、友貴は「それなら」と強引に舌を挿入してきた。先ほど香るだけだったタルトが、口の中いっぱいに広がっていく。彼の舌で味わえと言いたいのだろう。

　いつもしているように頬の裏から上顎まで、タルトの甘味をなすりつけるようにぐるりと舐められているうちに抵抗する意思がどんどん萎んでいく。体から力が抜け、友貴の舌づかいに艶めいた吐息が漏れた。

「もっと欲しいか？」

　てっきりタルトのことかと思ったが、キスの方だったらしい。友貴は絵里の舌を絡め取り、唇で挟んでジュルジュルと吸いはじめた。

「んっ……っはぁ……っふ」

　口の中が友貴でいっぱいになり、どちらのものかわからない唾液が唇の端を伝っていく。キスだけで頭の中が白く霞み、甘美な世界へ引きずり込まれていく。

　友貴の胸もとでシャツをギュッと握っていた絵里の手を取り、彼が指先を絡めてうしろに回す。もう片方の手は絵里のセーターの裾から忍び込んできた。

　躊躇う動きはいっさい見せず、我が物顔で絵里の素肌を滑っていく。くすぐったさに絵里が身をよじるが、その指先はウエストから背筋に回りブラジャーのホックを片手で器用に外した。

「……っ」

　急に胸に覚えた解放感。友貴は絵里の口腔内を侵しながら、白い膨らみをそっと包み込んだ。

　彼のキスほど危険なものはない。油断していたつもりはないのに、心も体も簡単に開かせてしまうのだから。そんな気などなかったはずが、じわりじわりと寄せてくる快感に体が解けていく。

　やわらかかった蕾はすぐに芯を持ちはじめ、彼の親指に押されたり擦られたりしているうちに主張しだした。

「ぁっ……ん……」

　漏れる吐息はすでに甘さを滲ませ、キスどころではなくなっていく。体の中心が疼きだし、奥から熱いものが溢れてくる感覚がはっきりとあった。

　それを見透かした友貴の手が、今度はスカートの裾を持ち上げヒップラインを撫でていく。その行先に神経が集中し、もどかしさに腿を擦り合わせたら、友貴がキスを止めてクスッと笑みを零した。

「絵里もしたくなった？」

　素直にうんと言えないのは、ここがベッドルームじゃないから。こんなところでという理性はまだある。首を横に振ったが、

「顔が誘ってるけど？」

　目を細めて意地悪な顔をする。

「そんなことない」

「じゃあ、こっちに聞いてみようか」

　友貴はそう言うや否や、合わせていた腿の隙間に手を滑り込ませてショーツとストッキングの上から割れ目に沿って指を一往復させる。

「ぁ、んっ」

　堪えようとしたが口を無理に閉じたせいで、余計に甘ったるい吐息になってしまった。湿り気を帯びているせいだろう。ショーツがぴたりと張りついたのが自分でもわかって恥ずかしい。

「濡れてるのは気のせいか？」

　手を引き抜いた友貴が人差し指と親指を擦り合せる仕草をして、意地悪な目で絵里を見る。

　裸にもなっていないのに、いやらしい部分を暴かれた気がして顔がカーッと熱くなる。

「真っ白なウエディングドレスを着ているその下で、ここをこんなに湿らせていたのか」

「ちがっ……」

　侮辱するような言葉なのにそうは思えないジレンマで揺れる心。

　友貴は絵里のスカートの中に再び手を入れ、今度はストッキングごとショーツを下ろしにかかった。

「やっ……！」

　それらが足元に落ちていき、拘束具のようにあっという間に絵里の足首にひとまとめになる。

　友貴は絵里をキッチンカウンターに座らせ、両足からショーツを引き抜いた。その場で膝を立たせて大胆に足を開かせる。キッチンでするような格好ではなく、ものすごく卑猥だ。

「待って！」

　露わになった部分を両手で隠そうとするが、友貴はそれをあっさりかわす。

「今もっと気持ちよくしてあげるから絵里は黙って感じてて」

　不埒な命令に逆らえないのはプロポーズされた特別な一日だということと、絵里自身の熱が上がっているせいでもあるだろう。友貴の目の前にあられもない姿を晒し、もっとも恥ずかしい部分を見られているだけでそこが甘く疼き、中からあたたかいものが溢れ出してくる。

　友貴はその場に跪き、しとどに濡れた絵里の秘所に顔を埋めた。

「やぁっ……ぁ、んん……」

　肉厚の舌は絵里に負けないほど熱く、ねろりとした感触が閉じていた割れ目をゆっくり舐め上げる。絵里はカウンターに両手を突き、たまらずに背筋をのけ反らせた。

　指で襞を押し開き、桜色をした蜜璧に容赦なく舌を這わせる。まるで猫が水を飲んでいるようなぴちゃぴちゃという水音で、そこがどうなっているのかは容易く想像がついた。

「絵里のここ、いやらしい」

「なっ……そんなこと言わないで……っ」

「なんで。すごく気持ちよさそうに甘い蜜をどんどん溢れさせてくるけど？　早く中に欲しくてひくひくしてる」

　友貴の煽情的な目と言葉が、さらに絵里を高ぶらせる。早くなにかでそこを埋めて欲しいのはたしかだ。友貴の鼻先が敏感な部分にあたりそうであたらないのももどかしい。無意識に腰が動くのもそのせいだ。

「あ、あっ……うぅ……んんーっ……ね、友貴……」

「どこか触ってほしいところがあるみたいだな」

　わかっているくせにわざと聞くのはやめてほしい。意地悪な目をしているのがその証拠だ。

「そんなのっ」

「絵里が教えてくれなきゃ、ずっとこうだぞ」

　そんなのは嫌だと首を横に振る絵里をさすがにかわいそうに思ったのか、友貴は硬くした舌先で小さな蕾をちょんと突いた。

「――あぁっ！」

　その瞬間、体を微弱な電流のようなものが駆け巡る。腰がぴくんと跳ね、待望の刺激に身悶える。

　友貴はそのまま花芽をいたぶりはじめた。

　やわらかな舌で上下左右に転がし、唇で吸いつく。溢れる蜜を吸うジュルジュルという卑猥な音で耳まで侵され、体ばかりか脳内まで快楽が押し寄せた。ヒクついた蜜窟を長い指が侵略しはじめれば、気持ちよさがどうにも止まらなくなる。

「あああっ……！　や、待っ……ぁっ、ふ……」

　友貴自身を迎え入れる想像をして、腰が自然と前後に動いてしまう。

「絵里、いやらしい」

　友貴がクスッと笑った。すかさず指摘され、羞恥が顔を赤く染め上げる。それがかえって感度を高めるからたまらない。

「だって……っ、友貴、が……そん……あぁっ」

〝そんなことをするから〟という言い訳すらさせてもらえない。

　二本に増やした指が縦横無尽に絵里の中を荒し、硬くさせた舌先ですっかり充血した花芽を舐められたらもう――。

「やっ、イッちゃ……うからっ、も……友……っ」

　吐息が切れ切れになり、一気に高いところまで持っていかれる。キッチンカウンターには水たまりができるほど、絵里の芳醇な蜜が滴っていた。

「ほら、イキな。かわいい絵里を見せて」

　優しい口調なのに、限りなく淫ら。その言葉が合図となり、頂点を求めるスピードがさらに上がる。

「あ、あ、あっ、ん……あああああっーーーー！」

　抑圧されていたものが勢いよく弾け飛ぶような感覚が絵里を襲った。ビクンビクンと腰が跳ね、膣璧がひどく痙攣する。挿入されている友貴の指を逃すまいときゅうきゅう締め上げた。

「絵里のここ、すごい。飲み込まれそうだ」

　友貴の呟き声を遥か彼方で聞きながら、長く引く余韻がたまらなく心地いい。浮遊感のようなものに身を委ねていると、不意にぺりっとなにかを破るような音がした。目を開けると、友貴がスラックスの前を寛がせ、取り出した自身の逸物に避妊具を装着しているところだった。

　天井を向いて反り立ったそれは、今にもはち切れそうだ。薄い膜ですら破壊してしまうのではないかと心配するほど、猛々しくも凛々しい姿を絵里の前に晒していた。神々しささえ感じる。

「絵里がウエディングドレスを試着している間、俺がなにを考えていたかわかるか？」

　食い入るように見つめていたら、友貴がやけに熱い視線を送ってよこした。

（なにって……。一般的に考えたら〝綺麗だな〟とか〝かわいい〟とか？）

　そうは考えるが、自惚れが過ぎると思わなくもない。

　絵里が答えずに黙っていると、友貴は意味深に唇の両端を上げた。

「そのドレスごと絵里をうしろから突きたいって」

「え？」

「あまりにも綺麗な絵里を見て、俺がどれだけ我慢してたと思う？　理性を総動員して〝コイツ〟をおとなしくさせるのに必死だったんだぞ」

　言いながら、硬く尖った雄身を右手でしごくようにして掴む。

「着替え中に俺だけのけ者にされたのも癪だったし」

「もしかして不機嫌そうに見えたのって……拗ねてたの？」

　フィッティングルームに入るときに、眉間に薄っすらとしわが寄っていたのを思い出した。

「悪いか」

　まさか女性スタッフに嫉妬していたとは思いもしなかった。ウエディングドレスの試着のとき、新郎はフィッティングルームの外で待つのがスタンダードだろう。

「悪くはないけど、なんか……かわいい」

　のけ者にされたと感じるのも、拗ねた表情を見せるのも。社長として敏腕を奮う男らしい友貴の違う一面に心がくすぐられる。

「かわいい？　なんか悔しいな」

　そう言って口惜しがるのすら愛おしい。

「こうなったら、そう言っていられなくしてやる」

　宣戦布告ともとれる発言に胸が甘く疼く。目もとに妖しく浮かべた笑みに、すでにノックアウトされた気分だ。

　友貴は閉じかけていた絵里の足を掴んで大きく開かせ、絶頂の余韻をまだ残している蜜園にそっとあてがった。

「ん……」

　絵里のそこよりも熱い感触に自然と声が漏れる。

　ところが友貴はぬかるんだ深みに自身を突き立てず、側面をぬらぬらと往復させる。時折腫れた蕾をかすめ、甘やかに刺激されて気持ちいいが、先ほどのような強い快感は得られない。すぐに挿れてもらえると期待したせいか、膣の奥の方が蠢く自分のいやらしさを体感した。

「あ……ん、ぁ……」

　友貴が動かすたびにぬちゃっという濫りがましい音を立て、もどかしさが募り堪えきれなくなっていく。

「ね、友貴」

　ついねだるように見つめたら、友貴は情欲をそそるような眼差しを絵里に向けた。絵里がなにを言いたいのかわかっているのだろう。わざと焦らしているのが見え見えだ。

　それでも自分から〝欲しい〟とは言えず唇を噛みしめていると、彼自身も耐えきれなくなったのか、いよいよ切っ先を膣口に押し込んだ。

　それまで焦らしていたのはなんだったのか、友貴はそこから一気に根元まで挿入。瞬間、突き抜けるような快感が絵里の下腹部から全身へ伝わった。

「ああーっ！」

　なんて淫らなのか。軽く達してしまったらしく結合部が引き攣れ、腰がうねる。

「挿れただけでイッちゃった？」

「……友貴が意地悪するから」

　そんな不服の申し立ても、友貴の耳には煽り文句として届いてしまうのだろう。ニヤッと笑う顔が果てしなくセクシーで、絵里の体にまで余計に火をつける。

「絵里がかわいすぎるからだ。それじゃ、そのお詫びも兼ねて」

　友貴は腰を絵里に強く押しあて、子宮口に届くほど突いた後、腰を振りはじめた。

　優しい動きなのに絵里の弱点を巧みに刺激する熱杭。それは挿入されたときよりも太さを増し、絵里の中を隙間もないほどに満たす。

「あぁん……はっ、……うぅ、ぁぁっ」

　零れる吐息はすべてが桃色。呼吸の意味すらなくなり、陸地に打ち上げられた魚のように体がぴくぴくと跳ねる。懸命に腕を突っ張って体を支えるが、滑りやすいカウンターの上のせいもあり、そこに背中をついてしまった。

　冷たさを感じたのはほんの一瞬だった。ここがキッチンなのも、横になっているのがカウンターなのも忘れ、友貴から与えられる悦びの渦に飲まれていく。

　友貴は時折腰をグラインドさせてべつの刺激を加えつつ、容赦のない抽送を繰り返す。たまに彼が浮かべる苦悶の表情を見るだけで、胸がきゅうっと締めつけられるのはなぜか。

「っく、絵里……締めす、ぎ……っ」

「そんなこと、言った……って……！」

　そうしているつもりはないが、友貴を見ていると自然と結合部がヒクついてしまうのだからどうしようもない。

「こうなったら先に絵里を……」

　友貴は腿を押さえていた手を放し、艶めく絵里の淫芽に触れた。

「やっ、ああ！」

　べつの刺激を最も弱い部分に与えられ、嫌でも高い嬌声があがる。激しくなる律動に合わせて指の動きも速まった。

　強く、深く。凝縮された快感はいつ弾けてもおかしくないほど高まり、絵里を追いつめていく。背後から追い立てられるような感覚が最高潮まで達したそのとき――。

「ぁっ、ああああーーーーっ！」

　体を硬直させた後、張りつめた糸がいきなりプツンと切れたかのように、絵里はくたりと身を投げ出した。

　胸を上下させ必死に酸素を求めるが、友貴は休んでいる時間を与えてはくれない。まだ熱を発散させていない自身の塊を引き抜き、絵里を優しく起こしたかと思えば、その場で体を反転させた。腰を掴み、お尻を突き出させる。

　まだ力が抜けた状態の絵里は肘から下をキッチンカウンターに突き、下半身を完全に明け渡した格好だ。

「悪いな、絵里。俺はまだ終われない」

　背中にキスをひとつ落とし、絶頂の余韻を残した絵里の泥濘に自身の高ぶりをあてがう。その感触を絵里が覚えたのも束の間、一気に深々と侵された。

「――んんっ」

　果てたばかりだというのに甘い刺激に体が震える。自分の淫らさが、かえって絵里を溺れさせ、脱力していたはずの膣が蠢き、友貴を締めつけた。

「……っ」

　短い呻き声をあげた友貴が腰を揺らしはじめれば、ひと突きごとに子宮を押し上げられた絵里は前後不覚に喘ぎ、髪を振り乱す。絶え間なく噴き出す蜜液が互いの体を濡らし、密着度を高めた。

「あぁ……絵里、ふ……ぁ……絵里……愛してる」

　恍惚とした声色で名前を呼び、愛の言葉を囁きながら、絵里に何度も訪れる絶頂をものともせず、手加減のない律動を繰り出す。

　もはや絵里は遠くなる意識を保つのに必死だ。幾度となく目の前がチカチカとし、激しく弾ける快楽の実に腰をくねらせ、体を痙攣させる。もうこれ以上は――。

「……友貴っ、私も愛して……る……っ！」

　絵里が悶絶じみた声を漏らした瞬間、

「っく……ぅ……」

　友貴は最深を突いたところで動きを止め、切なくなるほどの唸り声とともに長い長い吐精に至る。びくびくと蠕ぜん動どうする熱棒が甘美な陶酔をもたらせ、絵里を夢心地にした。

「絵里、愛してる……」

　繋がったままの友貴が、力尽きてカウンターに突っ伏す絵里を抱きしめる。

「シャワーを浴びたら、今度こそイチゴタルトを食べさせてやるから」

　友貴の舌で味わうのではなく、正真正銘のイチゴタルトをと言いたいらしい。

「また今みたいにしたりしない？」

「それはどうかな。食べ終えたら保障はできない」

　冗談とも本気ともつかない言い方で絵里の耳にキスをする。

　際限なく求められる幸せを噛みしめながら、振り向いた絵里の唇に友貴のキスが降ってきた。











第四章　永遠に続く幸せ








　幸せすぎて怖い。友貴にプロポーズされてからの絵里は、まさにそんな心境で毎日を過ごしている。

　友貴の仕事ぶりは言うまでもないが、絵里自身も彼にいい刺激をもらう日々。バイタリティ溢れる彼のそばで働けるのは、恋愛を抜きにしてもとても有意義なものである。

　会社ではあくまでも社長と秘書であり、私情はシャットアウト。その分ふたりきりで過ごすプライベートな時間は濃密で、昼夜を問わずに愛し愛されている。

「絵里とこうしてお弁当を食べるの、すごく久しぶりな気がする」

　休憩室のテーブルを挟んで座る環は、ニコニコしながら厚焼き玉子を口に入れた。

「ほんとそうだよね」

　友貴が社長に就任してから各部署との調整や来客が重なり、ゆっくりお昼休憩をとるのもままならなかった。環とはメッセージアプリでのやり取り以外、話すのも久しぶりだ。

「今週末、例のパーティーがあるんでしょう？」

「あ、うん」

　例のパーティーとは、親会社である倉持建設が連結で年商二兆円を達成した祝賀パーティーだ。

「うちから行くのは社長くらい？」

「取締役たちも何人か行く予定。私も社長の補佐的な業務があるから行かなきゃならないんだけどね」

　国内の建設業界で三本の指に入る倉持建設が主催するパーティーだけに、おそらく出席者たちもそうそうたる顔ぶれだろう。

「あ、じゃあドレスとか着るの？」

　環の質問に飲みかけたお茶を噴きそうになった。

「まさか。今みたいなかっちりとしたスーツだよ」

「なんて色気のない」

「仕事で行くんだから。それに私は黒子的な役割だしね」

　秘書がドレスを着て目立っていては話にならない。

「社長は同伴者とかいないの？」

「……それはつまり」

「恋人だとか婚約者だとか」

　その言葉にギクッとさせられる。正式に婚約していないとはいえ、まさにそれは自分のため、盛大に目が泳いだ。

「い、いないよ」

「そういう相手はいないの？」

「……うーん、どうなんだろう」

　友貴はミキホームの社長。ふたりの関係が公になっていない以上、いくら環であっても話すわけにはいかない。そもそも彼の両親にも会っていないのだから。

「女の影はないの？」

「え、あ……どうかな。よくわからない、かな」

　嘘をつくのが心苦しくてしどろもどろになる。

「なんか怪しいなぁ。本当は知ってるけど言えないって顔」

　環が向かいから目を細めて訝しむ。その目線に耐えきれず、思いきり不自然に目を逸らした。

「そ、そんなことないよ」

「ま、いいや。秘書としては社長の秘密をぺらぺら人に話すものじゃないもんね。でも、あの社長ならそんな相手がいないわけないし。きっと社長にぴったりの令嬢だろうな」

　なにも返せず、絵里はお弁当をパクパクと食べ進める。頷くことも首を横に振ることもできない。

「やっぱりハイスペックイケメンは遠くから見てるくらいがちょうどいいね。住む世界が違うし」

　ミニトマトを口の中に放る彼女の最後の言葉が、やけに絵里の耳に残った。

　

　その週末、絵里は友貴とともに外資系高級ホテルとして名高いエステラの大ホールにやって来た。

　絵里はいつものように味気ないブラックスーツに身を包んでいるが、友貴はドレッシーな装いだ。少し光沢のあるライトグレーの三つ揃いスーツにブラックのポルカドットタイを合わせ、いつにも増して美麗なオーラを放っている。うしろに控えて歩いていても尻込みしてしまうくらいに威光があった。

　会場周辺にはゴージャスなスタンドフラワーが所狭しと並び、名だたる企業の名前が書かれてあり、倉持建設はやはりすごいと思わずにはいられない。覚悟してきた絵里だったが、社名を見ただけで激しい緊張に襲われた。

　そのうえ、どこを見ても華々しい人たちばかり。着物やドレスなどで美しく着飾った女性も多くいるが、取引先企業の社長夫人たちだろうか。雅な雰囲気を醸し出し、絵里にはとてもじゃないが近づけない。

　会社では物怖じせずに仕事をする絵里だが、こういった場はてんで慣れていない。空気感だけで手に汗をかいていた。

　子会社化されて間もないため、絵里は親会社である倉持建設の重役クラスの顔と名前が一致しない。友貴の父親である社長は経済系の雑誌で見たり、Ｍ＆Ａの際に前社長と一緒に挨拶したりしたが、それ以外は当然ながらどこに顔を向けても知らない人たちばかり。友貴が一緒とはいえ心細くなる。

　ビュッフェ形式らしく、片側の壁一面には和洋折衷の料理が並び、広い会場内はすでに大勢の出席者たちが歓談を楽しんでいる。華やかな空気に圧倒されずにはいられない。

「友貴くん」

　不意に声をかけられて友貴と揃って振り返る。見ればそこには恰幅のいい五十代の男性がいた。

（どこかで見たことがある気がするんだけど……）

　誰かに似ているだけなのか、それとも雑誌かなにかで見たのか。瞬時に頭の引き出しの中を高速でリサーチする。

（あっ、わかった）

　絵里が気づくのと、友貴が「若わか林ばやし先生」と相手の名前を呼ぶのは同時だった。テレビや雑誌でもお馴染み、国土交通大臣の若林幹みき夫おだ。

　企業だけでなく政治家も招待されているとは知らず、著名人を間近で見ても絵里がすぐに誰かわからなくても仕方がないだろう。友貴を〝くん〟づけで呼ぶほど親しいことに驚かされる。

　若林の隣にいる華やかな着物姿の女性は妻か。気品に満ち溢れ、柔和な笑顔がとても美しい。

「いつもお世話になっております。本日はお忙しい中、足をお運びいただきましてありがとうございます」

　友貴に合わせ、絵里も一歩下がった場所で頭を下げた。

「いやいや、キミのお父様の招待を無下にはできないからね。吸収した会社の社長に就任したそうだね」

「ええ、そうなんです。まだ若輩者ですので、若林先生には今後ともご指導ご鞭撻をよろしくお願いいたします」

　謙虚な姿勢の友貴だが、若林のオーラにも全然劣っていない。若さゆえかもしれないが、大臣を前にしても怯まない堂々とした様子は凛々しく、いつも以上に頼もしさを感じさせる。

　そんな横顔を見ているだけで絵里は胸を高鳴らせ、同時に身の引きしまる思いがした。

「なにかあったら、いつでも相談なさい」

　若林はにこやかな笑みをたたえ、妻を従えて離れていった。

「大臣と顔見知りなんですね」

「俺の父親と同じ大学の同級生っていうのもあるけど、国交省とは仕事上の関係も深いからね」

「そう、なんですね」

　さすがは倉持家。付き合う人間が違う。

　そもそも倉持家自体が一般家庭とは違うのだから当然だ。

　友貴と再会してもう一度気持ちが通じ合い、幸せにどっぷり浸かっていた絵里は肝心なことを忘れていたと気づく。友貴は絵里とは別世界に生きる人間。それをわかっていたくせに、都合の悪いことにはふたをして目を背けてきた。

　その事実が、不意に絵里の心に黒い染みを作る。それがじわりじわりと広がり、今にも飲み込まれそうになったそのとき、友貴が絵里の顔を覗き込んだ。

「福原さん？　どうかしたか？」

　心配そうな眼差しを注がれ、黒い影がかろうじて退散していく。

「……あ、いえ」

　今は余計なことを考えている暇はない。自分は自分だと無理やり思いなおし、なんとか友貴に微笑みかける。

「なんでもないです」

　自分に言い聞かせるように返した。

「じゃ、行こうか」

「はい」

　凛とした笑みに頷き、友貴の後についていく。

（大丈夫、大丈夫。私は私なんだから。べつに比べる必要はないの）

　念仏のように唱え、折れそうになる心を押しとどめていたが……。

　次々と挨拶を交わす人物たちは、誰も彼も見聞きする大企業のトップばかり。同伴している妻や婚約者たちも一様に美しく、上品な佇まいや受け答えは育ちの良さを感じさせる。

　友貴のそばで彼女たちを見ているうちに、奮い立たせたはずの気持ちが意思に反して萎んでいくのを感じていた。秘書として培ってきた自信を否応なく削がれていく。なんとか微笑みだけは絶やさずに浮かべるが、能面を貼りつけたような顔なのは自覚していた。

（……私、本当に友貴と結婚なんてできるの？）

　それはふたりの間だけで交わした約束であって、絵里の両親はもちろん彼の両親にも会っていない。はたして倉持建設の次期社長である友貴の妻として、絵里は認めてもらえるのだろうか。本人の意思だけでどうにかなる世界ではないように思えてならない。

　彼の父親がステージ上でスピーチをした後を受け、友貴が登壇する。それは近い将来に倉持建設を背負って立つのを見越しているからであり、それを改めてこの場で世間に知らしめるためのものであるのは間違いない。

　グループ会社のビジョンや今後果たすべき職責を熱く語る友貴は堂々として頼もしく、いきなり遠くの存在に思えてきた。彼の語りは決して浮ついた夢物語ではなく、地に足のついた現実味のあるものであり、リーダーとしての資質をこの場にいる誰もが感じているだろう。息子の晴れ舞台を見つめる倉持建設の現社長、倉持元助も誇らしげな顔だ。

　急速に失われていく自信は、まるで手から零れ落ちる砂のよう。すくおうと手を伸ばしても指の間からすり抜けていく。

　その後もその自信を取り戻す機会がないままパーティーの時間は過ぎていき、終わりの時間を迎えた。

　会場を出ると、そこに待ち構えていた経済紙の記者が数名、友貴を取り囲む。絵里は、フラッシュを浴びて会見場のように質問を受ける彼から一歩、また一歩離れ、その輪を遠巻きから眺めた。

　これ以上、この場にはもう……いられない。

　痛烈な思いに突き動かされるように足を動かす。友貴に背を向け、そこからどんどん遠ざかっていく。

　パーティーでの秘書としての務めは果たしたから、今日はもう十分だろう。

　絵里は友貴にメッセージを送って、そのままホテルを出た。

　時刻は午後六時。街は色を変え、人工的な明かりが眩い光を放つ。行き交う車のエンジン音やクラクションの音、建ち並ぶ店から漏れてくる賑やかな音を聞きながら、絵里は行くあてもなく歩いた。

　友貴との未来が見えない苦しさが、絵里の胸を捻り上げる。掴みかけた未来は勘違い。幻影だったのかもしれない。

　おぼつかない足取りで歩いていた絵里は、ふとある場所で足を止めた。白く光り輝くショーウィンドウに飾られたウエディングドレスに目が留まる。友貴に連れられてやって来たブライダルサロンだった。

　友貴にプロポーズされ、ドレスを試着した日のことが蘇る。

　ものすごく幸せだったからこそ今との気持ちの落差が激しくて、自分でも収拾がつかない。

　〝私なんて〟と卑屈になるつもりは絵里にはないが、現実問題として友貴との結婚は夢物語なのかもしれないと思わずにはいられなかった。

（純白のドレスを着て友貴の隣に立ちたかったな……）

　みんなから祝福されて、大好きな友貴と一生一緒にいられる権利がほしかった。

　今にも儚く消えそうな夢を抱え、ショーウィンドウの前で動けずにいたら、バッグの中からヴヴヴという振動音が伝わってくる。

（友貴かも……）

　うれしさの反面、切ない気持ちでバッグから取り出すと、それは絵里が予測した通り彼からの着信だった。

『絵里、今どこにいるんだ』

　応答をタップして耳に押し当てた途端、待ちきれないような様子で友貴が話しだす。メッセージだけ送って突然姿が見えなくなったら心配するのは当然。もちろん絵里は、それを狙ったわけではない。

「ごめんなさい。ちょっと外の空気を吸いたくなって」

『それじゃ近くにいるのか』

「……近く、では……ないかな」

　腕時計を確認したら七時まで後少し。会場を出たのが六時頃だったから、一時間近くふらふら歩いている。

　電話の向こうで友貴が息を飲む気配がした。

「今夜はこのまま帰っても……いい？」

　パーティーは終わり、会社に戻る必要もない。絵里のやるべき仕事はないだろう。

『今どこ？　迎えにいく』

「え、大丈夫だよ？」

『話がある』

「……話？」

　パーティー会場で各企業の社長が同伴していた女性たちを見て、絵里では格好がつかないと身に染みたか。プロポーズを取り消したいとか、そこまで悪い話じゃないにしろ、社長の妻に見合うような教育を受けさせるとか、そういう話だったら……。

　心理状況がマイナス面に傾いているため、つい良くない方向に考える。

『とにかく急いでるんだ。迎えにいくから場所を教えて』

　そんなに焦ってする話とはいったいなんだろう。

　正直に答えるべきか躊躇って沈黙してしまう。

『……絵里？　なにかよくない話だと思ってるだろ』

「えっ」

　あっさり見抜かれ言葉もない。

『やっぱりそうか』

　ため息交じりの声だった。

『絵里が考えているような話じゃない。とにかく迎えにいくから教えて』

　それじゃなに？とも聞けず、優しく諭されて答えないわけにはいかなかった。

　パーティー絡みでなにか仕事が発生したのか。それとも先ほどの記者とのやり取りでなにか問題が起こったのか。

　あれこれ考えてみても今すぐしなければならないような話は見当がつかず、そわそわして友貴を待つ。

　通話を切って約十分後、絵里の目の前に彼の車が止まった。

「勝手に会場を離れてごめんなさい」

　乗り込んで早々謝る。パーティーは終わっていたとはいえ、自分が仕えるボスを置いて立ち去るのは無責任だろう。絵里が自信をなくしたのは、友貴になにひとつ責任はない。

「どうしてここに？」

　友貴は助手席側の窓の先にあるブライダルサロンを見やった。

「気づいたらいつの間にか。あのとき楽しかったなって考えていたからかな」

　友貴との結婚が見えなくなったとは言えなかった。

「それで、話って？」

　すぐに話題を切り替えると、友貴は車を発進させながら答える。

「これから会ってほしい人がいるんだ」

「会ってほしい人？　……誰？」

「俺の父親」

「なっ、なんで!?」

　どうという相手ではないようにさらっと言われて動揺する。

「なんでって、結婚するからには紹介しないわけにいかないだろ。今、ホテルで待ってもらってるんだ」

「だ、だけど、いきなり私を連れていって平気なの？」

　大企業の令嬢でもなんでもない一般人の絵里に、倉持建設の社長のような大物が会ってくれるのか。それも結婚相手としてなんて。

「結婚したい女性がいるって話はしてあるから」

「でもきっと、どこかのお嬢様を想像してると思う。私じゃ絶対に追い返されるよ」

　会うだけ時間の無駄だとシャットアウトされやしないか。

「そんな心配はいらない。俺が選んだ花嫁だ。歓迎してくれるよ」

　にわかには信じられない言葉だ。日本屈指のゼネコンのトップが、自分の息子の嫁として、絵里のような一般人をそう簡単に受け入れるだろうか。顔を合わせた途端、〝身の程をわきまえなさい〟と諭されやしないか。

　絵里は不安な気持ちで友貴の車に揺られた。

　

　先ほどのホテルに戻ってきた絵里は、友貴に肩を抱かれて重厚なドアの前に立った。

　この向こうにいよいよ彼の父親がいるのかと思い、緊張に包まれた全身が硬直する。体の外にまで音が漏れているのではないかと感じるほど、心臓は速いリズムで音を立てている。

　チャイムを鳴らして数秒後、ドアが開くと同時に頭を下げた。

「福原絵里と申します！」

　相手の顔も見ずに名乗ったら、クスッという笑みが漏れ聞こえる。

「社長は中でお待ちです」

　女性の声がして、ゆっくり頭を上げた。

　黒いビジネススーツに身を包み、髪をおだんごにしてきっちりまとめた長身の美女だ。おそらく秘書だろう。

　さすがは大企業の社長秘書。絵里とは放つオーラが違う。

　友貴は絵里の肩をトンと優しく叩き、部屋の中へ促した。スイートルームだろうか、とても広いのはわかるが、豪華な内装を見る余裕はまったくない。

　友貴の父親、倉持元助はリビングスペースのソファに悠然と腰を下ろしていた。黒々とした髪をオールバックにし、丸い目ながらも眼光は鋭い。パーティー会場でも遠目で見かけたが、威厳のある風体に今すぐここから退散したくなる。

「父さん、連れてきました。彼女がお話ししていた絵里さんです」

「ふ、福原絵里です」

　おかしなほどに声が震える。胸の中で暴れている心臓が口から飛び出すのではないかと気が気でない。

「ほう、キミが。まぁ座りなさい」

　元助に勧められ、友貴と並んで向かいのソファに腰を下ろした。ぎこちない動きは、油の切れたロボットのようだ。

「友貴の秘書をしているそうだね」

「は、はい……」

「とても優秀だと聞いているよ。聡明そうなお嬢さんだ」

「いえっ、決してそのようなことは……」

　毎日真面目に仕事をこなしてはいるが、元助の秘書に比べたら足もとにも及ばないだろう。

　その秘書は、絵里たちにコーヒーを振る舞った後、「私はこれで失礼します」と部屋から退室した。

「謙遜の必要はないよ、絵里。キミは本当に優秀だからね」

　こんな場で褒められるとは思いもせず、どう返したらいいのかわからない。ゆらゆらと目を泳がせていたら、元助は背もたれに預けていた体を起こした。

「それで今後はどうするつもりなんだね？」

　コーヒーカップを取りながら絵里に問いかける。

　どうするつもりとは、なにについて言っているのだろうか。

　友貴と結婚できるとでも思っているのか？という確認か。この場で友貴との別れを提案されるのではないかと、心が冷やされる。

「あの、それは……？」

「友貴と結婚しても仕事を続けていく予定なのかと聞きたい」

「えっ、けっ……こん……」

　元助の口から予想だにしない言葉が飛び出した。口ぶりから、ふたりの結婚に反対している様子はない。

「おや？　結婚は友貴の勇み足だったのかな？」

「あ、いえっ……そうではなくて……」

　状況がすぐには飲み込めず、おろおろしながら助けを求めるつもりで隣の友貴を見た。

「言っただろう？　歓迎してくれてるって」

「そうなんだけど……っ」

　心拍数が上がりすぎて胸が苦しい。たしかにそこにある酸素を取り込めず、呼吸がうまくできない。

　その言葉を信じきれずにいただけに、展開が嘘のよう。追い返されてもおかしくないのに、すでに絵里が認められているなんて思いもしない。

「友貴と結婚するという認識でいいんだね？」

　ひと口だけ飲んだコーヒーをテーブルに戻し、元助が絵里に穏やかに笑いかける。

　友貴と結婚できる。この先ずっと、離れずに一緒にいられる。

　やっと状況が飲み込めて、胸から熱いものが込み上げてくる。

「はい！　ありがとうございます！」

　あまりのうれしさに思わず大きな声になり、元助も友貴もクスッと笑った。

「今の仕事は、結婚を公にするまでは彼女に続けてもらいたいと考えています」

「そうか。では絵里さん、友貴をよろしく頼んだよ」

「誠心誠意サポートしてまいります」

　伸ばした背筋のまま頭を深く下げた。結婚を認めてもらえた喜びが、絵里に大きな幸せをもたらす。落ち着いた様子に見せかけて、心は今にも天に昇りそうなほど舞い上がっていた。

　部屋を出ていく元助を見送り、友貴とふたりきりになる。

「友貴、ありがとう」

　迷わずその胸に抱きついた。

「なにも心配する必要はないって言っただろう？」

「だけど、こんなにあっさり認めてもらえるなんて思わなかったから」

「あっさり？　俺の八年間がなかったような言い方はやめてもらいたいな」

　むっとした様子で友貴は絵里を見た。

　どういう意味なのかわからず、腕の中で友貴を見上げる。

「絵里との結婚に誰も文句が言えないように、ただひたすらがむしゃらに仕事してきたんだ」

「それじゃ……八年前から結婚を考えていてくれたの？」

「そうだ。一度は別れを受け入れたけど、絶対にもう一度よりを戻して絵里と結婚するんだって。それだけのために生きてきたと言ってもいい」

　次から次へとうれしいことが重なっていく。

　八年前の決別は、絵里にとって永遠の別れだった。二度と会えない。そう思っていたのだ。

　それなのに友貴はそのときから絵里との未来を思い描き、それを叶えるために必死になってきたと。

「友貴、大好き。本当に大好き……！」

　頭の中がおかしくなるほど、友貴が愛しくて堪らない。

　無我夢中で抱きついたら、友貴は「俺もだよ」と耳もとで囁き、絵里を抱き上げた。

「えっ、友貴？」

「今夜はここでゆっくり過ごそう。朝まで寝かせられないから覚悟しろよ」

「ここに泊まるの!?」

　超高級ホテルのスイートルーム。足を踏み入れたのだってはじめてだ。

「いやだと言っても却下だ」

　絶対的な命令なのに、その内容は無限に甘い。

　友貴は絵里を軽々とベッドルームへ運んだ。ダークブラウンを基調としたシックな部屋の中央にはキングサイズのベッドが陣取っている。

　そこにそっと下ろした絵里の服を友貴が脱がせていく。ジャケットもスカートもやすやすと取り払い、絵里はあっという間にブラジャーとショーツだけになる。

　友貴はシュルッと音を立ててネクタイを外し、絵里の片方の手首に結んで組み敷いた。

「いいか？　もう二度と俺から離れたりするな。絶対に逃がさない」

　そう言いながらもういっぽうのネクタイの端を自分の手首に縛りつけ、ふたりがネクタイで繋がった。

　どことなく淫らで、その執着が絵里の胸を大きく高鳴らせる。独占的な愛を見せつけられ、必然的に体の温度が上がっていく。まだどこにも触れられていないのに、芯から火照る感覚だった。

　絵里の顔の脇で指先を絡め、両手をギュッと握り合う。その力強さとは違い、落ちてきたキスは際限なく優しい。

　唇同士をやわらかく擦りつけ、軽く啄む。たまに舌先で唇を舐められ、それだけで甘い吐息が漏れた。そのぬるりとした感触が、その先を想像させるせいだ。

　絵里の顎に手を添え、友貴が口を開かせる。薄く空いた隙間から入ってきた舌の熱さが、絵里に残っていた冷静な部分を蹴散らしていく。

　口腔内にねっとりと舌を這わせた友貴が、絵里の舌を捕獲して執拗に絡ませる。強く吸われて頭が霞み、恍惚とした時間に体を投じる以外に道はない。

　友貴に強く求められる幸せは、なによりも絵里を昂らせた。

　キスが唇から首筋へ移動していく。ところどころに強く吸いつき、友貴の痕跡を残しながら胸もとへ下りた。

　ひと思いにブラジャーをたくし上げ露わになった膨らみを前に、友貴がふっと笑みを漏らす。

「もう勃ってる」

「えっ？」

「絵里のここ、まだなにもしてないのに。ほら」

　見ろとばかりに言われて視線を移動したら、たしかにそこには尖った蕾があった。ほんのりと色づき、ぷっくりとしている。小刻みに震えているのは絵里の鼓動か、それとも期待に揺れているのか。

　自分のそんな姿を見て、顔が急速に熱くなる。

「だってそれは……！」

「キスだけで気持ちよかった？」

　意地悪な顔をして言われているのに強気で突っぱねられない。素直にうなずいたら、友貴は「あぁもうっ」と言葉にならない声を上げた。

「手荒にしたくないのに加減ができなくなるだろ」

　そうされたいと願う自分は、なんていやらしいのだろう。でもそれは、相手が友貴だから。彼以外はほしくない。

　友貴は絵里からブラジャーを完全に取り払い、両方の膨らみを下から持ち上げるように包み込んだ。

「ぁ……」

　それだけで吐息が漏れ、その先をねだるように胸を突き出してしまう。

　そんな反応を見た友貴は軽く舌なめずりをして、その尖端を口に含んだ。

「ああっ」

　ねろりとした感触が絵里に強烈な刺激をもたらす。待ちわびていただけに敏感になり、体をくねらせた。

　乳房の形が変わるほど鷲掴みにされ、中から押し出されるようにして尖端がより固くしこってくる。飴玉を舐めるように両方を交互に舌で丹念に転がされ、絵里は頤を反らせて甘ったるい声を上げることしかできない。

　体の中心では疼きだした熱が、今か今かと放出する時を待っていた。足でシーツを蹴り、せり上がる快感を分散させようと試みるが、悪あがきにしかならない。堪え性のない体は、奥から甘い蜜を滴らせていた。

　不意に友貴が下へ移動する。絵里の右手に結ばれていたネクタイがピンと張った。

「待って！」

　ショーツを脱がせようとした友貴の手を思わず引き留める。そこがどんな状態であるのか知っているため、恥ずかしさがそうさせるのだ。

「なんで」

「だって……」

　ここで引き留めていたら先に進めないのはわかりきっているが、すでに湿った絵里の秘部にはショーツがぴったりと張りついているため、そこを暴かれるのが辛い。

「今さらなに。絵里の全部を知ってるつもりだけど？」

「それはそうだけど……」

　これまでになく濡れた場所を晒してしまうのが怖くもある。

「仕方ないな。悪い手はこうしておこうか」

　友貴は自分の左手首に結んでいたネクタイを外し、絵里の両手をひとまとめにして縛りなおした。さらにその手をヘッドボードのポールと結びつける。

「えっ……？」

　絵里は万歳するように腕を頭の上に置かれ、自由を奪われてしまった。引っ張ってみたが、逆に結び目が固くなるばかり。

　友貴は絵里を見てニヤリという笑みを浮かべた。

「いいね、なんかそそる」

「やっ、ちょっと友貴！　外して！」

「そう言われて外すと思う？」

　意地悪度が上がったのは気のせいか。友貴は気を持たせるようにしてショーツに指をかけ、わざとゆっくり下へずらしていく。せめてもの抵抗で足をきつく閉じたが、腿をぺろりと舐められたくすぐったさで、容易く膝を割られた。

　じりじりと下げられたショーツが足首から引き抜かれ、絵里は完全に一糸まとわぬ姿となる。

「私だけ裸なんてイヤ」

　友貴はまだワイシャツもスラックスも穿いたままなのはズルい。

「俺も脱げばいい？」

　しょうがないなという表情で友貴が潔く脱いでいく。相変わらず逞しい胸筋や腹筋を前にして、その体に抱かれるのだと想像して胸が高鳴る。

　さらにボクサーパンツまで脱ぎ去った下腹部に猛々しく屹立した逸物を見て、無意識に息を飲んだ。

　絵里の視線に気づき、友貴が自身を握りしめる。

「絵里に触れてるだけで俺のここもこんなになってるんだから、絵里も恥ずかしがる必要はない」

　友貴も同様に感じている。そう思ったら、足から力が抜けていく。

　友貴は絵里の両膝を立たせ、大きく開かせた。視姦するようにじっくりと眺められ、性的興奮を否応にも煽られる。なにもされていないのに奥から熱いものが溢れる感覚があった。

「絵里のここ、すごくいやらしいな。早くくれって言ってるみたいにひくついてる」

「そんなこと言わないでっ」

　自覚があるだけに恥ずかしさは倍増。咄嗟に閉じようとした足は、友貴に阻まれた。

「かわいいって言ってんだよ」

　絵里の足を下から抱き、友貴がその場に体を伏せる。

「待って……！」

　なにをしようとしているのか察知した絵里が声を上げるが、当然聞き入れてもらえるはずもない。友貴はしっとりと濡れたそこに顔を埋め、肉厚の舌で舐め上げた。

「やあっ！」

　鮮烈な刺激が体中を駆け抜ける。腕は拘束され、腰は友貴の腕ががっちりと巻かれているため、足先だけがシーツを掻き、見悶えるしかない。

　友貴は舌を尖らせ、容赦なく絵里の蜜窟を侵しはじめる。襞を掻き分け、溢れた甘い蜜をじゅるじゅると吸い立てる。卑猥な音が余計に絵里を昂らせ、中からさらなる蜜汁を放出させた。

　両手はベッドに縛られ、足は友貴が拘束。自由が利かないのも興奮を高める媚薬なのだろう。舌で舐られているうちに快楽の極致が顔を覗かせはじめる。

　そしてそれはまたたく間に大きな波を連れ、絵里を連れ去ろうとしていた。

「友貴っ……ぁっ……んん」

　絵里の反応に気づいた友貴は舌では埒が明かないと感じたのか、長い指を一本、絵里の中へ沈めていく。

「あああ……っ、ゆう……っふ、ぁ……」

　舌ではとうてい届かなかった場所に指先があたり、べつの快感を生みだしていく。中を掻き回し、ゆっくりと抜き差しを繰り返す指に意識の全部を持っていかれていたら、違う刺激が絵里の体を駆け抜けた。

　蜜穴の少し上に息づく小さな尖りが舌で弾かれたのだ。そのまま吸いつかれ、みるみるうちにぷっくりと膨らみはじめる。薄い包皮をまとっていた蕾は暴かれ、ねろねろと舐められ、いよいよ絵里に限界が訪れようとしていた。

　どこまで高まるのかわからない愉悦に必死にしがみつく。

「も……う、イクっ……あ、あ、ああああああ！」

　ビクンと腰が跳ね上がり、全身から汗が噴き出す感覚に身を委ねた。頭の中は真っ白。浅く呼吸を繰り返しながら薄っすら目を開けたら、友貴は先ほどよりもいきり立った雄身に薄い膜を装着していた。

「もっと絵里をイカせてやりたいけど、もう我慢の限界」

　その言葉の通り、彼の逸物はこれ以上ないほどに上を向き、今にもはち切れそうなくらいに硬さを増していた。

　友貴は力の抜けた絵里の足を持ち、絶頂を迎えたばかりの膣口に熱く滾った自身をあてがう。

「いくぞ、絵里」

　言うなり容赦なく突き立て、最奥を目指して穿った。

「っ……」

　指でも舌でも届かない場所から甘やかな刺激が生まれる。

「……っは、やばいな、挿れただけなのに気持ち良すぎてどうにかなりそうだ」

　それは絵里も同じだった。絵里の中いっぱいに友貴を感じ、それだけで満たされる。文字通りふたりがひとつになったのを実感し、離れがたい気持ちだ。繋がり合ったままいられたら、どれだけ幸せだろう。

「絵里、愛してる」

「――っぁ」

　不意打ちで愛の言葉を囁かれ、体の中心がきゅうっと縮まる。下肢がぴくぴくと戦慄いた。

「……絵里、まさか今イッた？」

「う、ん……」

　友貴はまだ動いてもいない。彼の言葉だけでイクなんて自分でもびっくりだ。

　それだけ友貴を好きだという証。幸せな気持ちがオーガズムをもたらせたのだろう。

「はぁっ……かわいすぎ」

　深く息を吐き出し、困ったような顔で髪をかき上げる。絵里を抱きしめ、唇にキスを落とした。

「悪いけど、ほんとに手加減できない」

　体を起こした友貴が腰を動かしはじめる。最初こそ絵里の蜜を絡めるようにゆっくりだった抽送が、徐々に速さを増していく。

　眉間に寄ったしわが彼の切羽詰まった様子を如実に表していて、そんな顔を見ているだけでも快感が上乗せされる。彼の乱れた髪が汗の滲んだ額に張りつき、苦悶の表情をよりセクシーに見せた。

　誰もが羨望の眼差しを向ける美麗な男に抱かれているのを思い知り、意図せず膣に力が入る。

「あんま締めたら……っく、もたなくなるだ……ろっ」

「ん、ぁっ」

　ズンと奥をひと突きされ、得も言われぬ淫靡な刺激が広がった。

「……ね、友貴、お願い……ネクタイ解いて」

「なんで」

「友貴に……触れたい、の……」

　拘束されたままでは大好きな友貴に触れない。

　友貴は腰を動かしながら器用にネクタイの結び目を解き、絵里の手を自由にした。

「友貴」

　迷わず彼に手を伸ばしたら、友貴は体を倒して絵里を抱きしめた。その背中に腕を回してしがみつく。汗ばんだ互いの体から立ち上るのは雄と雌のような匂い。それが理性を飛ばし、交わりを激しくしていく。

「絵里、絵里……」

　まるでうわ言のように名前を呼びながら、友貴が腰を振る。シーツには絵里から溢れた蜜が、会陰を伝ってシミを作っていた。

　友貴から漏れる吐息と、絵里の嬌声が重なり合い、ボルテージがどんどん上がっていく。彼の厚い胸板で胸の蕾が擦れるのも堪らない。

「……っふ、ぁ……友貴、もう……イッちゃ、あ、あ……」

「俺もだっ……あぁ絵里っ……！」

　さらにスピードを上げる律動。激しく揺らされ、ともに果てを目指す。

「ゆうっ……あ、あああーーっ!!」

　体じゅうの血液が逆流でもしたよう。体内から突き上げられるようにドクドクと四肢が震え、緊迫感にも似た力が入った次の瞬間、またたく間に脱力する。

　友貴もまた、獣じみた短い呻き声を上げ、軽く胴震いをしてぴたりと動きを止めた。どくどくと震える塊から、熱いものが吐精されるのを薄い膜越しに感じる。

　それを直に感じられたら、どれだけうれしいだろう。そんなことを考えながら深く息を吐きだし、汗まみれの友貴を抱きしめた。

　どのくらいそうしていたか。まだ覚めやらぬ余韻の中、友貴がゆっくりと体を起こした。

　絵里の中から友貴のものが抜かれ、なんともいえず寂しい気持ちになる。もう少し繋がっていたかったというのは、絵里のわがままだろうか。

「絵里、一緒にシャワーを浴びよう」

　友貴は絵里を素肌のまま抱き上げ、広いバスルームに連れ去った。

　コックを捻り、熱いシャワーが降り注ぐ。

「俺が洗う」

「えっ、自分でできるから」

　絵里の遠慮を聞き入れるつもりはないのか、友貴はボディシャンプーを手で泡立てて背後から絵里の体を撫ではじめた。手のひらを密着させ、やけにゆっくりと執拗に。

　先ほどの情事を思い出させるような動きが、絵里の吐息を甘くさせる。

　円を描くように背中をさすっていた手が、どことなくリズミカルに前に移動してくる。お腹をなぞる手つきはもはや洗うような動きではなく、泡がもたらせるぬるつきと相まって淫猥さを見せつけてきた。

「もうあれで終わりと思ってる？」

　絵里を背後から抱き込みながら、友貴が耳もとで囁く。

「……違うの？」

　シャワーを浴びるのは終わりの合図ではないのか。友貴との繋がりが解けたときに覚えた寂しさが悦びに塗り替えられていく。

「朝まで寝かせられないって言っただろ」

　そう言った途端、ピンと尖った胸の先を指先で弾かれた。

「あぁっ……！」

　先ほどの情事の熱はまだそこで燻っていて、いとも簡単に快楽を引き寄せる。甘やかな絵里の声がバスルームに響き渡った。

　それに気をよくした友貴の手は、我が物顔で絵里の胸を揉みしだく。指先が左右の尖りを同じ動きで転がしては摘まみ、くにくにといたぶる。

　泡のぬめりのせいか、いつもと違う感触が絵里を追い詰めていくのを感じていた。触れられてもいない絵里の体の中心から、淫らな蜜が滴り腿を伝っていく。

「ぁ、ね、友貴……あ、ぁ……お願い……」

「なに、どうした」

　意地悪にとぼけないでほしい。友貴だってわかっているはずだ。

「なにって……ぁっ、んん……」

「ほしい？」

　聞かれてコクコクとうなずく。先ほどから腰のあたりを友貴の高ぶりがかすめていた。しかも硬く、圧を感じるほどに重い。射精したばかりとは思えない状態なのだ。

「でも今ここにアレ、ないんだ」

「アレ？」

　そう聞いて、すぐに避妊具だと気づく。

「大丈夫。……危険日じゃないの」

　月のものは終わったばかり。それに危険日じゃなかったとしても、友貴の子どもならほしい。友貴の父親にも認められ、結婚が現実味を帯びてきたからこそ、そう思えるのだろう。

「そう煽るな」

「煽ってるわけじゃないの。……もうほんとに」

　体の疼きを今すぐ止めてほしい。

「それなら遠慮なくいくぞ」

　友貴は絵里の手を目の前の壁に突かせ、お尻を突き出させた。腰を掴み、自分の切っ先を絵里のぬかるみにあてがう。

「いくぞ」

　そう言うや否や、絵里の蜜窟を一気に割って入った。

「ぅう……ん、ぁ……」

　まだ余韻覚めやらぬそこは、友貴の形を残したまま。寸分の違いもなくぴたりとはまる。しかも今回は薄いベールを纏っていない。ほんのコンマ数ミリの膜があるかないかだけで、こんなにも感触が違うのかと驚くほど、まざまざと友貴を感じる。

「……っく、生はやばいな。気持ち良すぎて、年甲斐もなくすぐにイキそうだ」

「私も気持ちいい……」

　ただ入っているだけで、友貴と繋がっているだけで、途方もなく幸せで泣きたくなる。ふたりを繋ぐのは一部分だけのはずなのに、身も心もすべてが一体化したよう。

　もう二度と離れなくていい。永遠にそばにいられる。

　そう実感して胸が熱くなり、鼻の奥がツンとしてきた。

「絵里」

　そっと名前を呼ばれ、肩越しに振り返る。

「なんで泣いてるんだよ」

　言われてはじめて自分の頬が濡れているのに気づいた。慌てて手で拭おうとしたが、友貴の唇の方が早かった。キスで涙を拭っていく。

「友貴とずっと一緒にいられるんだって思ったらうれしくて」

「ずっと一緒だ。これから先、なにがあろうと絶対に絵里を手離したりしない」

　優しいキスが唇にも届き、これ以上ない幸せに包まれる。

　ゆっくりとはじまった律動に体を揺らされ、ふたりの吐息が重なっていく。シャワーが注ぐ中、その嬌声とふたりの肌がぶつかる水音が淫らに交わり合う。

　次第にそのリズムが速まり、ふたり一緒にいけるところまで――。

「……絵里、愛してる」

　吐息交じりに囁いた友貴に「私も」と必死に返す。次第に腰の動きが速まり、奥に溜まった蜜を掻き出すように激しくなっていく。シャワーの水音も蹴散らすほど淫らな息づかいが交差し、我を忘れて快楽に興じる。

「あぁっ、友貴ぃ……好き、好きなの……！」

「もっと言え。もっと俺を欲しいと」

「あぁんっ……友貴が……ほし、い、もっと……んん」

　絵里がそう言った途端、友貴の剛直がさらに大きくなる。

「絵里……絶対にもう離さないから、な……っ」

　絵里を振り向かせ、唇を貪る。絵里から零れる嬌声ごと、キスがすべてを飲み込んいく。

　もう限界。

　絵里がそう悟ったそのとき。

「あぁっ、絵里……もうダメだ……くっ」

　友貴は腰をぐっと押しつけ、ぴたりと動きを止める。絵里の胎内で熱が弾け飛んだ。白濁のシャワーをあますことなく子宮で受け止める。

　至高の幸せとはこういうことなのかもしれない。友貴の吐精でふたりの境界線が溶け、どこまでが自分なのかわからなくなる。

「……どうしようもないほど好きだ、絵里」

　髪にキスを落としながら友貴が囁く。その唇が絵里の唇に到達し、優しく重なり合った。

「私も好き……」

　ふたりの未来は駆けだしたばかり。甘い蜜夜もはじまったばかりだった。
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　こんにちは。紅くれないカオルです。本作を最後までお読みくださり、ありがとうございました。

　八年越しの再会愛、お楽しみいただけたでしょうか。ずっと忘れられずにいた昔の恋人が、より逞しく素敵になって現れたときの絵里の戸惑いと、揺れ動く恋心に共感していただけたらうれしいです。

　前作に引き続き、普段書いているものより濃厚なベッドシーンをたくさん書きました。そちらはまだまだ勉強不足のため、またこのような機会がありましたら、より官能的なシーンでみなさまをドキドキさせるようになっていたいです。

　では、またお目にかかれるときまで。本当にありがとうございました。
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